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安全上のご注意

1

安全にお使いいただくために、
必ずお読みください。

¡  ここに示した注意事項は、使用者および周囲の人への危害や
財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しくお使いいた
だくために、守っていただきたい事項を示しています｡

¡  お読みになったあとは、大切に保管してください。

R 危険
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると｢使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う危険が差し迫っ
て生じることが想定される内容｣を示してい
ます。

¡  引火性ガスの発生する場所では絶対に使用しないでください。
 火災、爆発の原因になります。
¡  電池のアルカリ液が目に入ったり、皮膚や衣服に付着したり

したときは、こすったり、触ったりしないでください。
  失明、皮膚障害のおそれがありますので、すぐにきれいな水

で洗い流したあと、ただちに医師の治療を受けてください。
¡ 運転中は、本機の操作をしないでください。
 交通事故の原因になります。
¡ �外部アンテナを使用しているときに、雷が鳴り出したら本機

の電源を切り、外部アンテナを本機から外してください。
 火災や感電、故障の原因になります。

R 警告
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると ｢ 使用者および周囲の人
が、死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容 ｣ を示しています。

¡  民間航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、これらの関連施設
周辺では絶対に使用しないでください。

  交通の安全や無線局の運用などに支障をきたす原因になります。
  運用が必要な場合は、使用する区域の管理者から許可が得られ

るまで電源を入れないでください。
¡  電子機器の近く(特に医療機器のある病院内)では絶対に使用し

ないでください。
  電波障害により電子機器が誤動作、故障する原因になりますの

で、電源を切ってください。
¡ 定格以外の電圧は使用しないでください。
 火災、感電、故障の原因になります。
¡  線材のような金属物を入れたり、水につけたりしないでください。
 火災、感電、故障の原因になります。
¡ �大きな音量でヘッドホンやイヤホンなど使用しないでください。
  大きな音を連続して聞くと、耳に障害を与える原因になります。
¡ �この製品は完全調整していますので、分解、改造しないでください。
 火災、感電、故障の原因になります。
¡ �煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使

用しないでください。
 そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因になります｡
  すぐに電源を切り、煙が出なくなるのを確認してからお買い上げ

の販売店、または弊社サポートセンターにお問い合わせください。
¡ �使用済みの乾電池やニカド電池を火の中に入れないでください。
 破裂して、火災や火傷の原因になります。
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安全上のご注意

¡ �直射日光のあたる場所やヒーター、クーラーの吹き出し口など、
温度変化の激しい場所には設置しないでください。

 変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。
¡ �清掃するときは、シンナーやベンジンを絶対使用しないでくだ

さい。
  変色、塗料がはげる原因になることがあります。
  普段はやわらかい布で、汚れのひどいときは水で薄めた中性洗

剤を少し含ませてふいてください。
¡ �製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。
  落ちたり、倒れたりして、けが、故障の原因になることがあり

ます。
¡ �製品を落としたり、強い衝撃を与えないでください。
 けが、故障の原因になることがあります。
¡ �水につけないでください。
  本機は防滴構造を施していますが、水につけると感電、故障の

原因になることがあります。
¡ �指定以外の別売品を使用しないでください。
  故障の原因になることがあります。

R 注意
下記の記載事項は、これを無視して誤った
取り扱いをすると ｢ 人が傷害を負う可能性
が想定される内容、および物的損害だけの
発生が想定される内容 ｣ を示しています。

電 波 法 上 の ご 注 意

◎  電波法第 59 条で『特定の相手方に対して行われる無線通信
を傍受して、その存在若しくは内容を漏らし、又はこれを窃
用してはならない』と通信の秘密に関して定められています。

  本機の取り扱いには十分配慮して、電波法を守ってください。

安
全
上
の
ご
注
意

安
全
上
の
ご
注
意

¡  アンテナやハンドストラップを持って本機を振り回したり、投
げたりしないでください。

 本人または他人にあたり、けがの原因になることがあります。
 また、故障や破損の原因になることがあります。
¡ �人の多い場所では使用しないでください。
  アンテナが人にあたり、けがの原因になることがあります。
¡ �本機を湿気やホコリの多い場所に置かないでください。
  故障の原因になることがあります。
¡ �本機をぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置か

ないでください。
  落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。
¡ �磁気カードなどは本機に近づけないでください。
  磁気カードなどの内容が消去される場合があります。
¡ �小さなお子さまの手が届かない場所に保管してください。
  けがの原因になることがあります。
¡  ハンドストラップやベルトクリップの取り付けは確実に行って

ください。
 落下によるけが、本機の破損の原因になることがあります。
¡ �長期間ご使用にならないときは、本機の電源を切り、電池を取

り外してください。
¡ �電池はプラス“+”とマイナス“_”の端子にテープなどを貼り

絶縁してから破棄してください。

¡ �電池を交換するときは、すべての電池を同時に交換してくだ
さい。

  また、種類の異なる電池を混ぜて使用したり、新しい電池と
古い電池を混ぜて使用しないでください。
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安全上のご注意

◇  この取扱説明書は、予告なく変更することがあります。
◇  本文の操作説明に使用している操作図や状態表示は、操作時の一 

例ですから、ご使用の機器の状態とは一致しないことがありま
す。

◇  ビープ音(操作音)などは、出荷時の初期状態で説明していますの
で、操作中に設定を変更された場合は、説明と合わないことがあ
ります。

  なお、初期設定(値)と表現しているのは、工場出荷時またはオー
ルリセット直後の設定状態をいいます。

◇  説明の中で(☞00)の表示は、その項目を詳しく説明した参照ペー
ジを示しています。

◇  表記について
  メモリーチャンネル(M-CH)、プログラムスキャン用チャンネル

(PROGRAM-CH)と略記しています。

◎  本機は、厳重な管理のもとに生産、出荷されていますが万一
ご不審な点、お気づきの点などがございましたら、できるだけ
早くお買い上げいただいた販売店または弊社サポートセンタ
ーにお問い合わせください。

◎  本機は広帯域受信機です。
  本機の内部発振(スプリアス)により、受信できなっかたり、雑

音を発生する周波数もありますが、故障ではありません。

お願いとおことわり電池取扱上のご注意

¡ � 電池は分解しないでください。
  電解液は強アルカリ性ですので、皮膚や衣類をいためたりします。
¡ � 電池をショートしないでください。
  内部抵抗が小さいためショートすると大電流が放電され、機器

を破損させたり、電池の発熱により、火傷の恐れがあります。
¡ � 電池は火の中に投入しないでください。
 電池が破裂する恐れがあります。
¡ � 電池に直接ハンダ付けしないでください。
  電池キャップ内の安全弁の破損による安全機構の破損の恐れ

があります。
¡ � 極性(+と_)の逆挿入はしないでください。
  電池がふくらんだり破裂する恐れがあります。

登録商標について
アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、 、ポケットビ
ープは、アイコム株式会社の登録商標です。

その他取り扱い上のご注意

¡ � 本機は防滴構造JIS防滴Ⅱ型相当ですが、水のかかる場所での
使用や濡れた手で触れないでください。

 水滴などが付着したときは、乾いた布で拭いてください。
¡ � 受信バンドや受信状況によっては、外部アンテナの使用が効果

的です。
¡ � 外部アンテナを使用するときは、テレビなどのアンテナや、電

灯線から離して設置してください。
¡ � BC-149またはCP-18を接続したときに、スプリアスや雑音

を受信することがあります。
  できるだけBC-149またはCP-18から本機を離して使用して

ください。
¡ � ぬれた手でACアダプターに絶対触れないでください。
 感電の恐れがあります。
¡ � 本機を使用できるのは、日本国内に限られています。
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Dアンテナを取り付ける
付属のアンテナでも十分に受信感度を得られますが、低い周波数
帯や受信する場所により受信しにくい場合があります。
市販のアンテナを使用すると受信性能がさらによくなる場合があ
りますので、販売店にご相談ください。

■付属品の取り付けかた

Dハンドストラップを取り付ける
ベルトクリップの左右どちらかに取り付けてください。

Dベルトクリップを取り付ける
本体背面の取り付け部に“カチッ”と音がするまではめ込んでくだ
さい。

この部分を持って回す 

ベルトクリップ 

ハンドストラップ 

ベルトクリップ 

受信時や持ち歩くときに、
手首に通しておくと、落と
したりしないで安全です。

《ご参考》
アンテナコネクターはSMA型となっています。
BNC接栓のアンテナを使用される場合は、別売品のAD-
92SMA(SMA→BNC変換コネクター)をご利用ください。

1
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電源について2
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D 電池の交換時期のめやす
¡ � �付属のニカド(単三形)電池は、連続受信で約6時間運用できます。
¡ � アルカリ(単三形)電池は、連続受信で約10時間運用できます。
 (FMラジオ受信時で、音声出力約50mWで運用した場合)
※   なお、上記の運用時間は目安であり、使用条件、電池の種類

(性能)、充電の状態によって変わります。
  本機には、ニカド電池、ニッケル水素電池、アルカリ電池が

ご使用になれます。

D 電池の残量表示について
電池の容量が残り少なくなると、電池マークが半分になります。
さらに容量が少なくなると、表示が消えたり(電源が切れたり)、
ディスプレイ全体が点滅、または表示が全体的に薄くなってきま
す。
このようなときは、アルカリ電池はすべて同じ種類の新しいアル
カリ電池と交換してください。
また、ニカド電池、ニッケル水素電池の場合は充電してください。

D 電池カバーをはずす
電池カバーの止め具をはずして、電池カバーを取りはずします。

D 電池をセットする
市販の単三形アルカリ電池、またはニカド電池(単三形)を2本収
容できます。
下図のように、電池の極性(“+”と“_”)に注意してセットします。

■ 電池をセット

止め具

FM SKIPP

電池マーク
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2電源について

■ ニカド電池の充電のしかた
BC-149(付属品)またはCP-18(別売品)を使用して、充電がで
きます。
※ 充電しながら、受信することもできます。

D ノイズ障害対策のために
下図を参照して、BC-149のケーブルに、付属のフェライトコ
アを必ず装着してください。

ACアダプター
(付属品)

約10cmほど間隔を開けて
フェライトコアに3回巻いてください。

【ご注意】
¡ � �電池を交換するときは、必ず電源を切ってから行ってくだ

さい。
¡ � �電池は、プラス“+”とマイナス“_”をまちがえないように注

意して入れてください。
¡ � ニカド電池、ニッケル水素電池は、同じメーカーの同一容量

のものを使用してください。
¡ � 長時間使用しないときは、電池を本機から外してください。
 電源を切っても、常に微電流が流れています。
¡ � 電池の接触端子を定期的に清掃することにより、接触不良

を防止することができます。
¡ � ニカド電池にも寿命があります。
  充電しても使用時間が極端に短くなったときや、電源が入ら

なくなったときは、新しいニカド電池を購入してください。
¡ � 乾電池に記載されている注意事項も、併せてお読みいただき、

正しくご使用ください。

¡ BC-149
  電源プラグを家庭用電源のACコンセントに接続します。
¡ CP-18
   車のシガレットライターソケット(DC 12V系)に接続します。

2

電
源
に
つ
い
て

〔お願い〕
使用済みの充電式電池は、プラス “+” とマイナス “_” の端子
にテープなどを貼り絶縁してから、充電式電池のリサイクル協力
店にご持参ください。



DCP-18のヒューズ交換のしかた
CP-18は、5Aのヒューズが内蔵されています。
ヒューズが切れたときは、下図の方法で同じ容量のヒューズと
交換してください。

※分解したとき、小さな部品をなくさないようにご注意くださ
い。

※ヒューズが切れたときは、原因を取り除いてから交換してく
ださい。

7

2 電源について

Form2002

CP-18(別売品) 
シガレットライターケーブル 
(DC-DCコンバーター内蔵)

AC100V

コンセントへ 

BC-149(付属品) 
普及型バッテリーチャージャー 

外部電源 
ジャック 
[DC 6V]

IC-R5

¡BC-149(付属品)
入力電圧：AC100V、50/60Hz
出力電圧：DC6V、1A

¡CP-18(別売品)
入力電圧：DC12～16V
出力電圧：DC6V、1.5A

ヒューズ　5A

■ニカド電池の充電のしかた(つづき)

D接続について
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D充電のしかた
qニカド電池(単三形)をセットします。
※電池電圧(2本の合計電圧)が1V以下のときは動作しませ
ん。(☞P9参照)

w外部電源ジャックに外部電源(BC-149またはCP-18)を接続
します。

※このとき、10秒間操作が行われなかった場合は、充電を行
わず、元の表示に戻ります。

※アルカリ電池をセットしているときは、必ず“Nicd  N”を選
択して、[BAND ]を押してください。

e [DIAL]を回して、“Nicd  Y”を選択します。

r [BAND ]を押すと、ディスプレイに“CHG  N”を表示し
ます。

t [DIAL]を回して、“CHG  Y”を選択します。

y [BAND ]を押すと、充電を開始します。
充電開始と共に充電時間をカウントして、15時間で充電を停
止します。(充電中は下記のように電池マークが点滅します。)

※本機は約120mAで充電を行っています。
付属のニカド電池は約10時間でほぼ満充電となります。
過充電を防止するために15時間で充電を停止しています。

8

2電源について

ディスプレイに“Nicd  N”を表示
して、ビープ音が鳴ります。

ディスプレイに“CHG  N”を表示
して、ビープ音が鳴ります。

充電中の電池マークの表示 

2

電
源
に
つ
い
て

FM SKIPP

15時間の充電後は、電池マーク全体が点滅表示します。 

電源OFF時の表示 電源ON時の表示 

[DIAL]

[BAND         ]LOCK

外部電源 
ジャック 
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9

2 電源について

Form2002

【充電時のご注意】
¡アルカリ電池使用時は、BC-149/CP-18を接続してアルカ
リ電池を絶対に充電しないでください。
BC-149/CP-18を接続したときは、充電機能を動作させな
いでください。
(充電表示が消えていることを確認してください。)
アルカリ電池を充電した場合は、液もれや発熱で本機に重
大な破損を与えることがあります。

¡充電の温度範囲は0℃～40℃です。
充電は、できるだけ常温で行ってください。

¡ニカド電池を初めて使用するときは、必ず充電をしてください。
¡長期間使用しなかったニカド電池を充電するときは、1回の
充電では、十分に充電されないことがありますので、2～3
回充放電を繰り返してから充電してください。

¡大型車など24Vのバッテリーの場合は、CP-18の他にDC-
DCコンバーター(24Vを12Vに変換)が必要です。
お買い上の販売店にご相談ください。

¡満充電のニカド電池を繰り返して充電すると、ニカド電池を
劣化させることがあります。

¡ニカド電池の容量が少なくなる前に、充電を行うと見かけ上
の容量が少なくなることがあります。(メモリー効果)

¡本機を使用しないとき、または充電しないときは、外部電源
ジャックに外部電源(BC-149/CP-18)を接続しないでくだ
さい。

¡CP-18はDC-DCコンバーターを内臓しているため常に微電
流が流れています。
バッテリーを保護するためにも使用しないときは、シガレッ
トライターソケットからはずしてください。

■ニカド電池の充電のしかた(つづき)

※充電機能は、電源の“ON/OFF”に関係なく動作します。
※充電中に外部電源(BC-149またはCP-18)がはずれた場合、
約1分以内であれば、再度外部電源を接続すると継続して充電
を再開します。
※充電中に接続した外部電源(BC-149またはCP-18)が一時的
に電圧降下したときも、約1分以内であれば、継続して充電を
再開します。
なお、1分以上経過すると充電時間をリセットして、充電を再
開します。

※電池電圧(2本の合計電圧)が1V以下の場合、充電機能は動作し
ません。
このときは、[FUNC]を押しながら外部電源(BC-149または
CP-18)を接続してください。
その後、｢充電のしかた｣(☞P8)にしたがって操作してくださ
い。

※充電を中止または変更するときは、
外部電源ジャックに接続しているBC-149またはCP-18をは
ずします。
電池を本体から2秒以上はずして、再セットします。
その後、｢充電のしかた｣(☞P8)にしたがって操作してくださ
い。
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各部の名称と機能 3

10

wV/M S.MW キー
➥キーを短く押すごとに、VFOモードとメモリーモー
ドを切り替えます。(☞P15、22)

※VFOモード時に押すとメモリーモード、メモリーモ
ード時に押すとVFOモードにします。

➥キーを長く(約1秒)押すと、セレクトメモリーライ
ト状態にします。(☞P29)

※メモリー表示部が点滅状態となり、[DIAL]ですべ
てのM-CHを呼び出すことができます。

➥[FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を短く押
すと、P SKIP(周波数スキップ)の指定を“ON”/
“OFF”します。(☞P42)

e外部電源ジャック(6V ±5％)
付属のBC-149(ACアダプター)または別売品のCP-18(シガ
レットライターケーブル)を接続するジャックです。(☞P7)

※外部電源による受信、またはニカド電池の充電に使用するこ
とができます。

rMODE SCANキー
➥キーを短く押すごとに、受信モード(電波型式)を切
り替えます。(☞P16)

※押すごとに、AUTO→FM→WFM→AMと受信モー
ド(電波型式)を切り替えます。

➥キーを長く(約1秒)押すと、各種スキャンの選択状
態になります。(☞P40)

※ [DIAL]を回して、各種スキャンを選択します。
再度キーを押すごとに、選択したスキャンの“スタ
ート”/“ストップ”操作を行います。

■上面/側面/前面パネル

e

r

t

y

u

i

o

w

q

!0

!1

!2

ディスプレイ 
(☞P13)

qPWR(電源)キー
長く(約1秒)押すごとに電源を“ON/OFF”します。(☞P15)

3
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t TS SETキー
➥キーを短く押すと、チューニングステップ(TS)の設
定状態になります。(☞P24)

※ [DIAL]を回して、チューニングステップを選択し
ます。

➥キーを長く(約1秒)押すと、各種受信条件を設定す
るSETモード状態になります。(☞P50)

yDIAL(ダイヤル)ツマミ
VFOモードでは周波数の設定、メモリーモードでは
M-CHを呼び出します。(☞P17、22)
また、スキャン方向の変更などにも使用します。
(☞P38)

uイヤホンジャック
別売品のイヤホンを接続するジャックです。

※別売品については72ページをご覧ください。

iアンテナコネクター
付属品のアンテナを接続するコネクターです。(☞P4)

※SMAコネクターを使用すれば、外部アンテナを使用すること
ができます。
BNC接栓のアンテナを使用される場合は、別売品のAD-
92SMA(SMA→BNC変換コネクター)をご利用ください。

o FUNCキー
先に[FUNC]を押して、次に該当するキーを押すことにより、
各種諸機能が動作します。

¡VFOモード時
➥[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、設定している周波
数ステップで周波数をアップまたはダウンします。
(初期設定値/1MHzステップ)
※この周波数ステップは、SETモードで変更できます。
(☞P23、52)

➥[FUNC]を押しながら[TS SET]を短く押すと、[DIAL]と
[Y]/[Z]に割り当てている機能を反転します。(☞P26)

➥[FUNC]を押しながら[SQL]を短く押すと、アッテネータ
ー(ATT)機能を“ON/OFF”します。(☞P24)

¡メモリーモード時
➥[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、M-CHを10CHス
テップでアップまたはダウンします。

➥[FUNC]を押しながら[BAND ]を押すと、｢メモリー
モード｣→｢B NAME(バンクネーム)｣→｢M NAME(メモリ
ーネーム)｣→｢CH--000(チャンネル表示)｣と表示を切り替え
ます。(☞P35)

¡ TV(テレビ)モード時
[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、すべてのTV-CH(1～
62)をアップまたはダウンします。

11

3 各部の名称と機能

Form2002

■上面/側面/前面パネル(つづき)
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¡SETモード時
[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、SETモードの設定内
容を選択します。(☞P50)

!0SQL(スケルチ)キー
キーを押している間、スケルチを開いて受信します。
(モニター機能)(☞P25)
※キーを押しながら[DIAL]操作で、スケルチレベ
ルを可変することができます。(☞P16)

!1音量[Y](アップ) / [Z](ダウン)キー
音量レベルをアップまたはダウンします。
※[Y]または[Z]を押しながら[DIAL]操作でも調整
できます。(☞P15)

!2BAND(バンド)キー
➥ VFOモード時は、受信バンドを切り替えます。
(☞P15)

➥メモリーモード時は、メモリーモード時の表示機能
を切り替えます。(☞P22)
押すごとに、｢バンク A｣→｢バンク B｣～｢バンク Y｣
→｢オートメモリーライト用チャンネル｣→｢メモリ
ーモード｣と切り替えます。
※キーを押しながら[DIAL]操作でも切り替えがで
きます。

➥ [FUNC]を押しながら[BAND ]を長く(ピッ、
ピーと鳴るまで)押すと、キーロック機能を
“ON/OFF”します。(☞P66)

12

3各部の名称と機能
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3 各部の名称と機能

Form2002

q周波数表示部
受信周波数、メモリー、バンクネーム、SETモードの内容な
どを表示します。
SETモード時は設定項目と設定内容を表示します。(☞P50)

wロック表示部
キーロック機能が動作していることを表示します。(☞P66)

eMODE表示部
受信モード(電波型式)を表示します。(☞P16)

FM

ATT VOL

AM DUP SQL DTCS SKIPT P

PRIO
75
50
25

W

o
i

uytrew

q
!0

!4 !3 !2 !1

R

■ディスプレイ
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3各部の名称と機能

rデュプレックス表示部
デュプレックスモード(－DUP/＋DUP)を選択していること
を表示します。(☞P60)

tトーンスケルチ/デジタルコードスケルチ表示部
トーンスケルチ/デジタルコードスケルチなどに設定されてい
る機能を表示します。(☞P61、62)

¡ “T SQL”点灯 ：トーンスケルチ機能の動作中を表示
¡ “T SQLS”点灯：CTCSSによるポケットビープ機能の動

作中を表示
¡ “DTCS”点灯 ：DTCSコードスケルチ機能の動作中を表

示
¡ “SDTCS”点灯：DTCSによるポケットビープ機能の動作

中を表示
¡ “SQL”点灯 ：空線キャンセラー機能、MSK機能の動

作中を表示

yオートメモリーライト用チャンネル表示部
オートメモリーライトスキャンで書き込んだチャンネルであ
ることを表示します。(☞P41)

uスキップ表示部
スキップ機能を表示します。(☞P42)

¡ “SKIP”点灯 ：メモリースキップを表示
¡ “P SKIP”点灯 ：スキップスキャンを表示

iプライオリティー表示部
プライオリティスキャンが動作中のときに点灯します。
(☞P45)

oメモリーモード表示部
メモリーモード状態を表示します。(☞P28)

!0メモリー表示部
メモリーバンク、メモリーチャンネル番号、SETモード項目
などを表示します。

!1Sメーター表示部
受信した信号の強さを表示します。(☞P17)

!2VOL(ボリューム)表示部
[Y]/[Z]の音量調整と[DIAL]の周波数調整に割り当てている
機能を反転していることを表示します。(☞P26)
点灯時は、[Y]/[Z]が周波数調整、[DIAL]が音量調整となり
ます。

!3電池マーク表示部
電池の残容量を表示します。
残りが少なくなると電池マークが半分になります。
※充電中は点滅します。(☞P8)

!4アッテネーター表示部
アッテネーター(ATT)機能が選択されていることを表示しま
す。(☞P24)
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基本操作のしかた4

15

Form2002

Dアマチュアバンド(430Mバンド)を選択する
q [PWR]を長く(1秒以上)押して、電源を“0N”にします。
電源を“0N”すると、電源を切る前の状態を表示します。
※電源を“0FF”にするときは、再度[PWR]を長く(1秒以上)
押します。

w [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替えます。

e [BAND ]を押して、アマチュアバンド(430Mバンド)を
選択します。
※押すごとに｢BC(1M)｣→｢5M｣→｢50M｣→｢FM放送(76M)｣
→｢AIR｣→｢144M｣→｢300M｣→｢430M｣→｢800M｣→
｢1200M｣→｢TV｣→｢BC(1M)｣と受信バンドが切り替わり
ます。

※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して選択
します。

■アマチュアバンドを受信してみる

D音量を調整する
音量の[Y]または[Z]を押して、音量を調整します。
(ディスプレイは音量レベルの表示になります。)
※押し続けると、連続動作になります。
※または、音量の[Y]または[Z]を押しながら[DIAL]を回して
調整します。

※押すごとにビープ音が鳴り、音量のめやすになります。
※音量調整中は、32段階の音量レベルを7段階に分けて表示しま
す。

FM SKIPP

FM SKIPP

430Mバンド表示 

144Mバンド表示 

[PWR]

[DIAL]

[V/M S.MW        ]SKIP

[BAND         ]LOCK

[DIAL]

[Y]

[Z]

表　示 音量レベル 
0(無音)

1~11

12~18

19~23

24~27

28~30

31(最大)

✰印は、初期設定値 

✰
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4基本操作のしかた

D受信モード(電波型式)を設定する
受信モード(電波型式)は初期設定で“AUTO”を設定しています。
“AUTO”選択時は、受信バンドごとに通常使われている、受信モ
ード(電波型式)が選択されます。
※受信モード(電波型式)を変えるときは[MODE SCAN]を短く
押して、受信モード(電波型式)を選択します。

※短く押すごとに｢AUTO｣→｢FM｣→｢WFM｣→｢AM｣→
｢AUTO｣と受信モード(電波型式)を切り替えます。

¡設定した受信モード(電波型式)は、受信中のバンドのみ有効で
す。

Dスケルチレベルを調整する
q [SQL]を押しながら[DIAL]を1クリック回すと、現在設定し
ているスケルチレベルを表示します。
※初期設定で“AUTO”を設定しています。

w信号を受信していない状態で雑音(ザー)が消える位置に、
[SQL]を押しながら[DIAL]を回してスケルチレベルを調整し
ます。
※スケルチレベルの数値が小さいほど、弱い信号でも受信す
ることができます。

FM SKIPP

FM SKIPP

FM SKIPPW

AM SKIPP[MODE SCAN]

AUTOモード 

FMモード 

WFMモード 

AMモード 

約1秒後周波数表示に戻る 

表　示 スケルチレベル 

オープン(開放)

オート(自動)

レベル 1

レベル 2

レベル 3

レベル 4

レベル 5

レベル 6

レベル 7

レベル 8

レベル 9

✰

✰印は、初期設定値 

[DIAL]

[SQL]

4

基
本
操
作
の
し
か
た

00 IC-R5-1.qxd  2007.05.10  2:24 PM  ページ16



17

4 基本操作のしかた

Form2002

■アマチュアバンドを受信してみる (つづき)

D周波数を設定する
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [DIAL]を回して、受信する周波数を設定します。
※アマチュアバンドのチューニングステップは、20kHzステ
ップを初期設定しています。

※周波数を大きく変えるときは、[FUNC]を押しながら
[DIAL]を回します。
1MHzステップ(初期設定値)で周波数を設定できます。

e受信すると、信号の強さに応じてSメーターが振れます。

《例》FMラジオ　88.100MHzを受信する

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードを選択します。
w [BAND ]を押して、FM放送(76M)バンドを選択します。
(初期表示：76.000MHz)
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して選択
します。

e [MODE SCAN]を短く押して、WFMモードを選択します。
※AUTOモード選択時は、自動的にWFMモードになります。

r [DIAL]を回して、88.100MHzを設定します。
t受信すると、ラジオ放送が聞こえてきます。
信号の強さに応じてSメーターが振れます。

■FM(ラジオ)放送を受信する

FM SKIPP

SKIPPFM

[FUNC]

[DIAL]
受信する周波数を設定する 

[DIAL]を回すと設定しているチュー 
ニングステップで周波数が変化する 

信号を受信すると、Sメーターが振れる [V/M S.MW        ]SKIP

FM SKIPPW

[MODE SCAN]

[DIAL]

Sメーター 

[V/M S.MW ]SKIP

[BAND ]LOCK

※イヤホンアンテナまたは内蔵のバーアンテナを使用したとき
は、ノイズを受けたり、スプリアスを受信することがあります。
この場合は、付属アンテナまたは外部アンテナを使用すること
をおすすめします。

※ FMラジオ放送またはAMラジオ放送以外を受信するときは、必
ず付属アンテナまたは外部アンテナを取り付けてください。
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t [DIAL]を回して、アンテナ切り替えの設定項目を選択します。

y [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、EXT(外部アンテア)
またはBAR(バーアンテナ)を選択します。
※FM放送(76M)バンド選択時は、EXT(外部アンテア)または
EAR(イヤホンアンテナ)を選択します。

u [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除して元の周波数
表示に戻ります。

18

4基本操作のしかた

■BC(1M)バンド/FM放送(76M)バンドのアンテナについて
¡BC(1M)バンドでAMラジオ放送の周波数帯(0.495～1.620MHz)
において、受信用のバーアンテナを内蔵しています。

¡ FM放送(76M)バンドでFMラジオ放送の周波数帯(76.000～
107.995MHz)において、接続するイヤホンをイヤホンアンテ
ナとして使用できます。
AMラジオ受信用のバーアンテナまたはFMラジオ受信用のイ
ヤホンアンテナと外部アンテナ(付属のアンテナ)の切り替え
は、SETモードで行います。
※イヤホンアンテナに切り替えた場合でも、外部アンテナで
受信は可能です。

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w [BAND ]を押して、BC(1M)バンドまたはFM放送(76M)
バンドを選択します。

e [DIAL]を回して、周波数を設定します。
※BC(1M)バンド選択時は、0.495～1.620MHz範囲内、FM放
送(76M)バンド選択時は、76.000～107.995MHz範囲内で
それぞれの放送局の周波数を設定します。

r [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモー
ドにします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

[TS SET]

[DIAL]

[FUNC]

[V/M S.MW        ]SKIP

[BAND         ]LOCK

SKIPPAM FM SKIPPW

AMラジオ放送の周波数を設定する FMラジオ放送の周波数を設定する 

外部アンテナの選択表示 

アンテナ切り替えの設定項目 約1秒後に設定内容を表示 

バーアンテナを選択 イヤホンアンテナを選択 

BC(1M)バンド WFM(76M)バンド 

SETモード(設定項目表示) 約1秒後に設定内容を表示 ※バーアンテナを使用したと
きは、よく聞こえる方向に
向けてください。

4

基
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4 基本操作のしかた

Form2002

■TV(テレビ)放送を受信する
TVモードではVHF(1～12CH)、UHF(13～62CH)の音声を受信
することができます。
テレビ放送は、地域により受信できる局が限られています。
本機は、受信できる局だけを自動的に登録するTVバンドのスキ
ップスキャン機能があります。

D受信のしかた
q [BAND ]を押して、TVバンドを選択します。
※押すごとに｢BC(1M)｣→｢5M｣→｢50M｣→｢FM放送(76M)｣
→｢AIR｣→｢144M｣→｢300M｣→｢430M｣→｢800M｣→
｢1200M｣→｢TV｣→｢BC(1M)｣と受信バンドが切り替わり
ます。

w [DIAL]を回して、TV-CH選択します。
(初期時は、VHFの1～12CHのみ選択できます。)
※[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、全CH(1～62)を選
択することができます。

DTVスキップスキャンのしかた
受信できないCHに自動でスキップ(SKIP)を指定することができ
ます。
q [BAND ]を押して、TVバンドを選択します。
w [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、1CH
から62CHまでを1回だけスキャンして止まります。
※このスキャンは受信できないCHを検出して、自動的にスキ
ップ(SKIP)を指定していきます。
以後、[DIAL]を回すと、受信できるCHだけを表示して、
スキップ(SKIP)が指定されたCHは表示しません。
ただし、[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、全CH(1
～62)を選択することができます。

[DIAL]

[FUNC]

FMW

TVモード表示 TV-CH表示 

[BAND ]LOCK

[BAND]

[DIAL]

[FUNC] FMW

[V/M S.MW ]SKIP
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4基本操作のしかた

■テレビ放送〔音声〕周波数一覧表 単位MHz

VHF  1CH

2CH

3CH

4CH

5CH

6CH

7CH

8CH

9CH

10CH

11CH

12CH

UHF 13CH

14CH

15CH

16CH

17CH

18CH

19CH

20CH

21CH

UHF 22CH

23CH

24CH

25CH

26CH

27CH

28CH

29CH

30CH

31CH

32CH

33CH

34CH

35CH

36CH

37CH

38CH

39CH

40CH

41CH

42CH

UHF 43CH

44CH

45CH

46CH

47CH

48CH

49CH

50CH

51CH

52CH

53CH

54CH

55CH

56CH

57CH

58CH

59CH

60CH

61CH

62CH

95.75

101.75

107.75

175.75

181.75

187.75

193.75

197.75

203.75

209.75

215.75

221.75

475.75

481.75

487.75

493.75

499.75

505.75

511.75

517.75

523.75

529.75

535.75

541.75

547.75

553.75

559.75

565.75

571.75

577.75

583.75

589.75

595.75

601.75

607.75

613.75

619.75

625.75

631.75

637.75

643.75

649.75

655.75

661.75

667.75

673.75

679.75

685.75

691.75

697.75

703.75

709.75

715.75

721.75

727.75

733.75

739.75

745.75

751.75

757.75

763.75

769.75

CH番号周波数 周波数 周波数CH番号CH番号

D手動でスキップを指定する
q [DIAL]を回して、スキップを指定するCHを選択します。
または[FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、スキップを解
除するCHを選択します。

w [FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を押すごとに、スキ
ップの指定(SKIP表示点灯)または解除(SKIP表示消灯)を行い
ます。

FMW SKIP

[BAND]

[DIAL]

[FUNC]

SKIP表示 

[V/M S.MW        ]SKIP

【TVスキップスキャン機能についてのご注意】
TVスキップスキャン中にTV電波が受信されなくても、スプ
リアスやノイズにより“SKIP”が設定されない場合がありま
す。
また、電波が弱い場合や時間帯によりTV電波が出ていない場
合は、“SKIP”が設定されることがあります。

4

基
本
操
作
の
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4 基本操作のしかた

Form2002

BC(1M)バンド 

TVバンド 

5Mバンド 50Mバンド FM放送(76M)バンド 

0.150~1.620MHz 1.625~29.995MHz 30.000~75.995MHz 76.000~107.995MHz

1CH~62CH

を押すごとに切り替える 

144Mバンド 

136.000~252.895MHz

FM

430Mバンド 

382.100~769.795MHz

FMFM

AM

300Mバンド 

255.100~379.895MHz

FM

108.000~135.995MHz

AM

AIRバンド 
FMW

W

1200Mバンド 

960.100~1309.995MHz

800Mバンド 

769.800~914.895MHz

FM

FM SKIPP FM

AM

■受信バンド(周波数帯)について
各バンドごとの周波数範囲と初期設定周波数は、下図のとおり
です。

D受信バンドの選択
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [BAND ]を押して、受信バンドを選択します。
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して、選
択します。

[V/M S.MW        ]SKIP

[BAND         ]LOCK

[DIAL]
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VFOモードとメモリーモードは、下記のように使い分けします。

DVFOモードにするには
[DIAL]で周波数を設定するモードです。
q [V/M S.MW ]を短く押します。
※短く押すごとにVFOモードとメモリーモードが切り替わり
ます。

w以後、[DIAL]を回すと、周波数の設定ができます。(☞P17)

Dメモリーモードにするには (☞P27)

あらかじめ記憶させたM-CHを呼び出して受信するモードです。
q [V/M S.MW ]を短く押します。
(“ ”表示とM-CH番号が点灯します。)

w以後、[DIAL]を回すと、書き込まれているM-CHのみ呼び出
します。

22

4基本操作のしかた

Dメモリーモード時の表示切り替えについて
メモリーモード時に[BAND ]を押すごとに、｢バンク A｣→
｢バンク B｣～｢バンク Y｣→｢オートメモリーライト用チャンネル｣
→｢メモリーモード｣と表示を切り替えます。
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回します。

■VFOモードとメモリーモードの切り替えかた

FM SKIPP

FM

VFOモード表示 

メモリーモード表示 

[V/M S.MW        ]SKIP

[DIAL]

FM

FMW

AM

FM

R

FM

FM SKIPP

VFOモード表示 

バンク(A)表示 メモリーモード表示 

バンク(B)表示 

バンク(Y)表示 
オートメモリーライト 
用チャンネル表示 

を押すごとに 
切り替える 

※未編集のバンクと 
　チャンネルは表示 
　されません。 

※VFOモード表示は、選択した
受信バンドを表示します。

4

基
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作
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4 基本操作のしかた

Form2002

周波数を大幅に移動するときに便利な機能です。
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [FUNC]を押しながら[DIAL]を回します。
※1MHzステップ(初期設定値)で周波数を設定できます。
※この周波数ステップは、100kHzステップまたは10MHzス
テップにSETモードで変更できます。

D周波数ステップを変更する
周波数ステップは、SETモードで変更できます。
q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモー
ドにします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢D SEL(ダイヤルセレクトの設定)｣項目
を選択します。

e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、周波数ステップを選
択します。
¡100k：周波数ステップが100kHzになります。
¡1M ：周波数ステップが1MHzになります。(初期設定)
¡10M ：周波数ステップが10MHzになります。

r [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除して元の周波数
表示に戻ります。

設定項目を約1秒間表示する 

10MHzステップ表示 

100kHzステップ表示 

ダイヤルセレクト設定項目 

[FUNC]

[DIAL]

[TS SET]

FM SKIPP

[V/M S.MW]

[DIAL]

1MHzステップで周波数が 
変化する [FUNC]

■周波数を大きく変えるときは
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4基本操作のしかた

q [TS SET]を短く押します。
(チューニングステップ表示します。)
※チューニングステップは、初期設定で“AUTO”を設定して
います。

w [DIAL]を回して、チューニングステップを選択します。
※5.0/6.25/8.33*1/9.0*2/10.0/12.5/15.0/20.0/25.0/30.0/
50.0/100.0kHzおよびAUTOが選択できます。

¡M1 ：AIRバンドのみ選択でき、その他のバンドでは選択
できません。

¡M2 ：BC(1M)バンドのみ選択でき、その他のバンドでは
選択できません。

e [TS SET]を短く押すと、周波数表示に戻ります。

AUTO選択時(初期設定)

20kHzステップ選択時 

[TS SET]

[DIAL]

■チューニングステップを変える ■アッテネーター(ATT)機能について
アッテネーター(減衰器)は、強い信号を受信したときに減衰して
受信音のひずみを低減します。
アッテネーターの減衰量は、約10dBですが受信周波数により、
変化します。
[FUNC]を押しながら[SQL]を短く押すと、アッテネーター
(ATT)機能を“ON/OFF”します。
“ON”時は、“ ATT ”表示が点灯します。
※アッテネーター機能は、すべてのバンドで動作します。
ただし、バーアンテナまたはイヤホンアンテナを使用してい
るときは動作しません。
(☞P18参照)

[SQL]

[FUNC]

FM

ATT

SKIPP

アッテネーター表示 

4

基
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4 基本操作のしかた

Form2002

受信信号が弱かったり、途切れたりして聞こえにくい場合に効果
があります。

[SQL]を押している間、スケルチを開いて受信します。
スケルチレベルの“OPEN”と同じ状態になります。
※ [SQL]の動作を、1回押すごとに“ON/OFF”するようにSET
モードで変更できます。(モニターホールド機能☞P54)

■モニターのしかた

Dモニター機能を変更する
モニター機能は、SETモードで変更できます。
q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモー
ドにします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)の設定｣項目を選択
します。

e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢MONI(モニターホールド機能の設定)｣項
目を選択します。

t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、選択します。
¡PUSH ：押している間、スケルチを開きます。(初期設定)
¡HOLD ：一回押すとスケルチを開き、もう一度押すとス

ケルチを閉じます。
y [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除して元の周波数
表示に戻ります。

FM SKIPP

モニター機能動作時は点滅する 

[SQL]
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4基本操作のしかた

[DIAL](周波数やM-CHなどの設定)と、[Y]/[Z](音量調整)に割
り当ててある機能を反転することができます。

[FUNC]を押しながら[TS SET]を押すごとに、反転機能が
“ON/OFF”します。
※反転機能動作時は“VOL”表示が点灯します。

■[DIAL]と[Y]/[Z]に割り当てている機能を反転する

[TS SET]

[DIAL]

[FUNC]

[Y]
[Z]

FM

VOL

SKIPP

反転機能動作時に点灯 

通常の動作 反転時の動作

D
I
A
L

Y

Z

周波数の設定
M-CHの設定
スケルチの設定
スキャン方向の変更
SETモードの項目と内容の設定

音量の調整

音量の調整

周波数の設定
M-CHの設定
スケルチの設定
スキャン方向の変更
SETモードの項目と内容の設定

4
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メモリーの使いかた5

27

Form2002

よく使用する周波数や情報などを、あらかじめメモリーチャンネ
ル(以下、M-CHと略記します。)に記憶させておき、すばやく呼
び出して受信するためのモードです。

◆表記について

¡本機には、通常のM-CHとして1000CH(受信バンドの区別は
ありません)、プログラムスキャン用チャンネル(以下、PRO-
GRAM-CHと略記します。 )として50CH(00A/00B～
24A/24B)、およびオートメモリーライト 200CH(RR000～
RR199)の合計1250CHを内蔵しています。

¡M-CHで受信する際は、メモリーモードにします。
メモリー(記憶)していないM-CHは呼び出さないので、すばや
く目的のM-CHを呼び出せます。

¡M-CHに記憶する際は、VFOモードで内容を設定したあと、
書き込み操作をします。

◆M-CHに記憶できる内容

すべてのM-CHで受信周波数のほかに、下記の内容を記憶しま
す。

¡ ｢デュプレックスのON/OFF｣、｢シフト方向(＋/－)｣、｢オフセ
ット周波数｣、｢トーンスケルチのトーン周波数と受信モード
のON/OFF｣、｢DTCSコード・極性｣、｢メモリーバンク｣、
｢メモリーネーム｣、｢スキップのON/OFF｣、｢チューニングス
テップ(TS)｣、｢受信モード(電波型式)｣

■メモリーモードについて

チャンネル お　も　な　用　途

000～999

(M-CH)

¡通常のM-CHとして使用する
¡工場出荷時に記憶している内容

“000”：145.000MHz
“001”：433.000MHz

※002～999は工場出荷時、ブランクチャンネル
のため表示しない

00A/00B～
24A/24B
(PROGRAM-

CH)

¡プログラムスキャンの周波数設定用
(25組、50CH)

¡工場出荷時に記憶している内容
“00A” : 0.150MHz /“00B” : 1300.000MHz
“01A” : 144.000MHz /“01B” : 146.000MHz
“02A” : 430.000MHz /“02B” : 440.000MHz

※“03A/03B～24A/24B”は工場出荷時、ブラン
クチャンネルのため表示しない

¡オートメモリーライトスキャン時の自動書き込
み用
“R000”～“R199”

(200CH)

R000～R199
(オートメモリー

ライト用

チャンネル)

◆メモリーチャンネル(M-CH)の内容

【ご注意】
メモリーの内容は、静電気や電気的雑音などで消失することが
あります。また故障や修理の際にも消失する場合があります。
メモリーの内容を紙などに控えておくことをおすすめします。
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5メモリーの使いかた

D 10CHステップで呼び出すには
[FUNC]を押しながら[DIAL]を回します。
※M-CHを10CHステップで、呼び出すこ
とができます。
(ブランクチャンネルも呼び出します。)

D書き込んでいないM-CHを呼び
出すには

q [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピー
と鳴るまで)押すと、セレクトメモリー
ライト状態になります。
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内
容を表示します。)

w [DIAL]を回すと、すべてのM-CHを呼
び出し、確認することができます。

■メモリーチャンネル(M-CH)の呼び出しかた
M-CHは、[DIAL]ツマミで呼び出せます。

D [DIAL]ツマミで呼び出すには
q [V/M S.MW ]を短く押して、メモ
リーモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモ
リーモードを切り替えます。

w [BAND ]を押して、メモリーモー
ド表示にします。

e [DIAL]を回します。
※書き込まれているM-CHのみ呼び出し
ます。

FM

[DIAL]

[FUNC]

M-CHを10CHステップ 
で切り替える 

FM

[V/M S.MW        ]

[DIAL]

SKIP

FM

[DIAL]

[V/M S.MW        ]SKIP

M-CH番号表示 

点灯 

5
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5 メモリーの使いかた

Form2002

メモリーチャンネル(M-CH)、プログラムスキャン用チャンネル
(PROGRAM-CH)への書き込み、または書き替えをします。
工場出荷時は、チャンネル“002～999”までがブランクチャンネ
ルになっています。
なお、受信バンドによるM-CHの区別はありません｡

■メモリー(M-CH/PROGRAM-CH)への書き込みかた

FMFM SKIPP FM SKIPP

r[V/M S.MW ]を長く押す y[V/M S.MW ]を長く押す t[DIAL]でM-CHを選択 

書き込み後VFOモードに戻る メモリー表示部が点滅 

q～eを操作し周波数を設定する 
 

SKIP SKIP

[MODE SCAN]

[DIAL]

[V/M S.MW        ]SKIP

DM-CHへの書き込みかた
【例】“145.520MHz”をチャンネル“012”に書き込む場合

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [BAND ]を短く押して、144Mバンドを選びます。
e [DIAL]を回して、周波数を“145.520MHz”にします。
r [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セ
レクトメモリーライト状態にします。
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内容を表示します。)

t [DIAL]を回して、M-CHを“012”にします。
※“VF”を選ぶとVFO、“00A/00B～24A/24B”を選ぶと
PROGRAM-CHに書き込めます。

y [V/M S.MW ]を長く(ピッ ピピと鳴るまで)押すと、メモ
リー内容を表示してVFOモードに戻ります。
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5メモリーの使いかた

Dメモリー内容をVFOに転送して使うには
使用しているM-CHの周辺に移って受信する場合などに便利な機
能です。

q [V/M S.MW ]を短く押してメモリーモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [BAND ]を押して、メモリーモード表示にします。
e [DIAL]で希望のM-CHを呼び出します。
r [V/M S.MW ]を長く(ピツ、ピーピピと鳴るまで)押しま
す。
M-CHの内容をVFOに転送して、VFOモードになります。

FM SKIPP

FM SKIPP

FM

書き込み後も押し続ける 

VFOモードに戻る 

自動的にM-CHを繰り上げる 

[V/M S.MW        ]を長く押す SKIP

FM SKIP

FM

P

[DIAL]

[V/M S.MW        ]SKIP

VFOに転送する 
 

希望のM-CHを選択 

長押し 

D書き込み後のオートインクリメントについて
左記y[V/M S.MW ]を書き込み完了後も押し続ける(約1秒
間、ピッピピ、ピーが鳴るまで)とM-CHが1CHだけ自動的に繰り上
がり、VFOモードになります。
M-CHに順次続けて書き込みをするときに便利な機能です。

5
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5 メモリーの使いかた

Form2002

Dメモリー内容を他のチャンネルへ複写するには
M-CHの内容をプログラムスキャン用周波数として複写する場合
に便利な機能です。

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

w [BAND ]を押して、メモリーモード表示にします。
e [DIAL]を回して、希望のM-CHを呼び出します。
r [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内容を表示します。)

t [DIAL]を回して、複写したいM-CHを選びます。
※“VF”を選ぶとVFO、“00A/00B～24A/24B”を選ぶと
PROGRAM-CHに書き込みます｡

y [V/M S.MW ]を長く(ピッピピと鳴るまで)押します。

[V/M S.MW        ]SKIP

FM

FM

希望のM-CHを選択 

複写するM-CHを選択 

M-CHに書き込む 

[DIAL]

■メモリー(M-CH/PROGRAM-CH)への書き込みかた (つづき) ■メモリーチャンネル(M-CH)の内容をバンクで編集する
本機のM-CHは1000CH(000～999)あります。
1000CHに書き込んだM-CHの内容を18個のバンク(A～H、J、
L、N～R、T、U、Y)に分割して編集することができます。
各バンクには、00～99(100CH)のチャンネルが割り当ててあり
ます。

DM-CHとバンクチャンネルの使用例

000   51.000MHz

001 145.160MHz

002 118.125MHz

003 145.120MHz

004 435.340MHz

005 145.040MHz

006 118.200MHz

007 850.480MHz

008   52.560MHz

009     1.620MHz

010   50.140MHz

011 433.020MHz

012   76.500MHz

013 433.560MHz

014 145.540MHz

015 369.850MHz

016 127.700MHz

017   85.100MHz

018   84.700MHz

019   75.795MHz

020 434.720MHz

021 146.300MHz

999 434.860MHz

A 00~99 144MHz帯を編集する 
B 00~99 AIRバンドを編集する
C 00~99 430MHz帯を編集する 
D 00~99

E 00~99

F 00~99

G 00~99

H 00~99

J 00~99

L 00~99

N 00~99

O 00~99

P 00~99

Q 00~99

R 00~99

T 00~99

U 00~99

Y 00~99 FM放送バンドを編集する

M-CHの内容 バンクの内容 

A00

B00

A01

B01

C00

C01

A02

B02

Y00

Y01

Y02

C02

A03

C03

バンクチャンネル 
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5メモリーの使いかた

メモリーバンクは、M-CHを整理するために使用します。
編集もとのM-CHを変更または更新するとメモリーバンクの内
容も変更されます。

D編集のしかた
q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
※短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

※ [BAND ]を押して、メモリーモード表示にします。
(☞P22参照)

w [DIAL]を回して、バンクで編集するM-CHを選びます。
e [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セ
レクトメモリーライト状態にします｡
(M-CH表示部が点滅して、メモリー内容を表示します。)

r [MODE SCAN]を短く押して、“BANK”項目を選択します。
※ [MODE SCAN]から指を離すと、バンクの選択状態になり
ます。

※選択したM-CHをすでに編集している場合は、編集してい
るバンクとチャンネルを表示します。

t [BAND ]を短く押して、バンクを選択します。
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して、バ
ンク選択します。

y [DIAL]を回して、チャンネルを選びます。
※すでに編集しているバンクのチャンネルを選ぶことはでき
ません。

u [V/M S.MW ]を短く押すと、指定したバンクのチャンネ
ルに編集して、メモリーモードに戻ります。

選択した 
M-CHを表示 

FM

FM

FM

q[V/M S.MW        ]を短く押して 
　メモリーモードにする 
w[DIAL]を回して、M-CHを選ぶ 

e[V/M S.MW        ]を長く押し 
　てセレクトメモリーライト 
　状態にする 

 

¡VFOモード状態 

M-CH表示部が点滅する 

※[MODE SCAN]から指を離す 

u[V/M S.MW        ]を短く押す 

指定したバンクのチャンネルに 
編集し、メモリーモードに戻る 

t[BAND         ]を短く押して 
　バンクを選ぶ 

r[MODE SCAN]を短く押す 

押すごとにBANK➞M NAME➞SKIP

➞CLEAR➞S.MWと切り替わる 

FM SKIPP

y[DIAL]を回し 
　チャンネルを 
　選ぶ 

選択したM-CHをすでに編集し 
ている場合は、編集しているバ 
ンクとチャンネルを表示する SKIP

SKIP

SKIP

LOCK

5

メ
モ
リ
ー
の
使
い
か
た

00 IC-R5-1.qxd  2007.05.10  2:24 PM  ページ32



メモリーに記憶しているM-CH、または編集した各バンクにア
ルファベット、数字、記号を使用して、6文字以内で名前(ネー
ム)を入れることができます。
※ 編集していないバンクは選択できません。

D メモリー/バンクネームを入力する
《例》 M-CH“045”に“NHK-FM”のメモリーネームを入れる場合
《例》バンク“b”に“AIR”のバンクネームを入れる場合
q  [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w  [BAND ]を押して、メモリーモード表示またはバンク表

示にします。
 ※  バンクを選択するときは、[BAND ]を押して、ネーム

を入れたいバンクを選びます。
e  [DIAL]を回して、ネームを入れたいM-CHを選びます。

r  [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
 (M-CH表示部が点滅します。)
t  [MODE SCAN]を数回押して、“M  NAME(メモリーネー

ム)”または“B  NAME(バンクネーム)”項目を選択します。
  (メモリーネームまたはバンクネームの表示画面となり、ネー

ムの1桁目と“- -”表示が点滅します。)

33

5 メモリーの使いかた

 ※  すでにネームが登録されているときはネームを表示、未登
録のときはブランク表示となります。

y   [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、1桁目の文字を選び
ます。

u  [DIAL]を回して、文字を入れる桁を選びます。

i  前記y～uを繰り返して、6文字以内でネームを入れます。
o   [MODE SCAN]を数回押して、“S.MW(セレクトメモリーラ

イト)”項目を選択します。
!0   [V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと書き

込みます。
 ※  ネーム入力後、[V/M S.MW ]を短く押しても書き込む

ことができます。

メモリーネームを選択

FMW FMW

AM AM

バンクネームの表示 編集元のM-CHを表示する

■ メモリー / バンクネームの使いかた

FMW AM SKIPP

M-CHを選択 バンクを選択

33
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5メモリーの使いかた

スペース 

¡文字入力一覧表

◆メモリーネームを表示するときは

メモリーモードで、[FUNC]を押しながら[BAND ]を押
して、｢M NAME (メモリーネーム)｣表示または｢B NAME
(バンクネーム)｣表示を選択します。

¡M-CHの選択
メモリーモードで、[DIAL]を回して選択します。

¡バンクの選択
メモリーモードで、[BAND ]を押して選択します。

FMW AM

メモリーネーム表示 バンクネーム表示 

※ネームを訂正したいときは、メモリーネームまたはバンクネ
ームを入れなおしてください。
最後に入れたネームが有効となります。

※バンクネームは、各バンクごとにネームを入れることができ、
バンクチャンネルごとにネーム入れることはできません。
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5 メモリーの使いかた

Form2002

D表示を切り替えるには
表示機能をいつでも簡単に切り替えて表示できます。
¡メモリーモードで、[FUNC]を押しながら[BAND ]を押
すごとに、｢メモリーモード (周波数表示)｣→｢B NAME (バン
クネーム)｣→｢M NAME (メモリーネーム)｣→｢CH-045 (チ
ャンネル表示)｣と表示を切り替えます。

※メモリーネーム表示、バンクネーム表示を選択すると、約1秒
後にネームを表示します。
ネームを書き込んでいないときは表示されず、周波数表示に
なります。

[V/M S.MW        ]SKIP

[MODE SCAN]

[DIAL]

[FUNC]

[BAND         ]LOCK メモリーネーム表示 

メモリーモード表示 

バンクネーム表示 

チャンネル表示 
FMW

FMW

FMW

FMW

■ メモリー/バンクネームの使いかた (つづき)

◆チャンネル表示を切り替えるには

チャンネル表示は、記憶したM-CH、編集したバンクとチャンネ
ル、オートメモリーライト用チャンネルの周波数表示をチャンネ
ル番号で表示します。
書き込んだすべてのM-CH(チャンネル)が使用できます。
スキップチャンネルも表示します。
qメモリーモードで、[FUNC]を押しながら[BAND ]を数
回押して、｢チャンネル表示｣にします。(左記参照)

wチャンネル表示状態で、[BAND ]を押すごとに、下記の
ようにチャンネル表示を切り替えます。
※各チャンネル表示選択時に、[DIAL]を回すとそれぞれに選
択しているチャンネルを選択できます。

バンク表示 
オートメモリーライト用 
チャンネル表示 

バンク表示 チャンネル表示 
FMW FM

FMWFM

R

押すごとに 
切り替わる 
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5メモリーの使いかた

r [V/M S.MW ]を長く(ピッ ピピと鳴るまで)押すと、メモ
リー内容を消去します。

t消去後、[V/M S.MW ]を短く押すと、qで選択したとき
の表示に戻ります。
なお、qで選択したM-CHを消去したときは、ブランク表示に
なります。

不要になったM-CHとPROGRAM-CHを消去します。
いったん消去したM-CHとPROGRAM-CHの内容は、復活でき
ないのでご注意ください。なお、すべてのPROGRAM-CHを消
去するとプログラムスキャンができません。

Dメモリー内容を消去する
qメモリーモードまたはVFOモードを選択して、[V/M S.MW

]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セレクトメモリ
ーライト状態にします。(M-CH表示部が点滅します。)

w [DIAL]を回して、消去したいM-CHを選びます。

e [MODE SCAN]を数回押して、“CLEAR”項目を選択します。

■メモリークリア(消去)のしかた

FM AM SKIPP

VFOモード 
 

メモリーモード 

[V/M S.MW        ]SKIP

[MODE SCAN]

[DIAL]

※TVモード選択時は、メモリークリアの操作はできません。
※オートメモリーライト用チャンネルのクリア操作は42ページ
を参照してください。

FM AM SKIPP

VFOモード 
 

メモリーモード 

FM DUP T

FM

セレクトメモリーライト状態 
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DVFOモードで行うスキャン

¡ALL(フル)スキャンの動作(☞P40)

受信周波数範囲(0.150
～1309.995MHz)をス
キャンする

¡バンドスキャンの動作(☞P40)
指定したバンドの周波
数範囲をスキャンする

¡プログラムスキャンの動作(☞P40)
プログラムスキャン用
チャンネル ( P R O -
GRAM-CH)に書き込ん
だ周波数範囲をスキャ
ンする

※なお、“P SKIP”が指定された周波数は、スキップしてスキ
ャンします。(☞P42)

下限 
(0.150MHz)

上限 
(1309.995MHz)

スキャン 

ジャンプ 

P SKIPP SKIP

バンド下限 
周波数

バンド上限 
周波数

スキャン 

ジャンプ 

スタート 

下限(00A~24A) 上限(00B~24B)

スキャン 

ジャンプ 

ジャンプ 

スキャンのしかた6

37

Form2002

スキャンとは、周波数やメモリーチャンネル(M-CH)を自動的に
切り替えて、信号の出ているところを探し出す機能です。

■スキャンについて

Dメモリーモードで行うスキャン
◆M-CH表示選択時(☞P43)

周波数が書き込まれている、すべてのM-CHをスキャンしま
す。

◆ バンクチャンネル表示選択時(☞P43)

¡｢ALL｣ ：メモリーバンク表示選択時は、すべてのバンクに
編集されたチャンネルをスキャンします。

¡｢BANK｣：指定したバンク内のチャンネルをスキャンしま
す。

※なお、“P SKIP”または“SKIP”スキップが指定されたM-CH
はスキップしてスキャンします。

DVFOモードで行うスキャン
¡オートメモリーライトスキャンの動作(☞P41)

スキャン中に信号を受信すると、その周波数をオートメモリー
ライト用チャンネル(RR000～RR199)へ自動的に順次書き込む

下限(00A~24A) 上限(00B~24B)

スキャン 

ジャンプ 

ジャンプ 

信号を受信するとオート 
メモリーライト用チャン 
ネルに書き込みをする 

チャンネル 周波数 

 

R000

R199

ーーー 
ーーー 
ーーー 
ーーー 
ーーー 

下限周波数 上限周波数 
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6スキャンのしかた

◆スケルチの調整
通常スケルチレベルは“AUTO”にしていますが、受信信号の強さ
に応じて、スキャンが一時停止するように調整できます。
¡ [SQL]を押しながら[DIAL]を回すと、スケルチレベルの調整
ができます。(☞P16)
スキャン動作中では、スケルチ調整が終わるとスキャンが再
スタートします。

◆スキャン中の[DIAL]ツマミについて
¡スキャン中に[DIAL]を回すと、回した方向でアップスキャン
とダウンスキャンを切り替えます。

¡信号を受信してスキャンを一時停止しているときに、[DIAL]
を回すと即時再スタートします。

◆スキャン中のステップと受信モード(電波型式)について
スキャン中に周波数を切り替えるステップ幅は、VFOモードで
設定しているチューニングステップ(☞P24)で動作します。
また、受信モードもVFOモ－ドで設定している電波型式で動作
します。

◆スキャンストップ時のビープ音設定
スキャンがストップしたときに、ビープ音を鳴らして知らせるよ
うに、EXPAND(拡張機能)SETモードの｢スキャン停止時ビープ
音の設定｣項目(☞P55)で設定することができます。

◆スキップ機能について
すべてのスキャンでスキップ(必要のない周波数またはM-CHを
スキャンから除外する)指定ができます。
スキップの設定については42ページを参照してください。

◆空線キャンセラー機能について
鉄道無線で通話を行っていない周波数で聞こえる2280Hzの空線
信号を検出することができます。
¡ [DIAL]操作時に、空線信号を受信すると受信音をミュートし
ます。

¡スキャン中に、空線信号を検出するとスキャンを再スタート
します。
空線キャンセラーの設定については39ページを参照してくだ
さい。

◆MSK機能について
MCA無線で聞こえるMSK制御信号を検出することができます。
¡ [DIAL]操作時に、MSK制御信号を受信すると受信音をミュ
ートします。

¡スキャン中に、MSK制御信号を検出するとスキャンを再スタ
ートします。
MSK機能の設定については39ページを参照してください。

◆信号を受信すると
スキャン中に信号を受信すると、その周波数を約10秒(初期設定)
間受信します。
¡約10秒経過すると、自動的に再スタートします。
また、途中で信号がなくなると、約2秒(初期設定)後に再スタ
ートします。

¡上記のタイマーは、SETモードの｢スキャン一時停止タイマー
の設定｣項目(☞P55)、｢スキャン再スタートタイマーの設定｣
項目(☞P55)で変更することができます。
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6 スキャンのしかた

Form2002

DMSK機能を設定する
MSK機能は、スキャン中に信号を受信すると一時停止して、
MSK制御信号を検出するとスキャンを再スタートします。
MSK機能は、SETモードで設定します。
q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモー
ドにします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)の設定｣項目を選択
します。

e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢TSQL(トーンスケルチ機能の設定)｣項目
を選択します。

t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、｢MSK｣を選択します。
y [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除してMSK機能に
よる受信状態になります。

D空線キャンセラー機能を設定する
空線キャンセラー機能は、スキャン中に信号を受信すると一時停
止して、空線信号を検出するとスキャンを再スタートします。

空線キャンセラー機能は、SETモードで設定します。

q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモー
ドにします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)の設定｣項目を選択
します。

e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢TSQL(トーンスケルチ機能の設定)｣項目
を選択します。

t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、｢TRAIN｣を選択します。
y [DIAL]を回すと、｢TFRQ(空線信号周波数)の設定｣項目を表
示して、約1秒後に空線信号の周波数(2280Hz)を表示します。

※ [FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、空線信号の周波数を
可変することができます。(可変範囲：300～3000Hz)

u [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除して空線キャン
セラー機能による受信状態になります。

■スキャンについて (つづき)

¡空線キャンセラー機能、MSK機能は受信信号が弱いときや、
ノイズが多いときなどは正しく動作しないことがあります。

¡空線キャンセラー機能、MSK機能はすべての空線信号または
MSK信号を検出するものではありません。MSK信号は
1200bpsのMSK信号を検出することができます。
周波数がズレた場合などは、検出できない場合もあります。

¡空線キャンセラー機能において、空線信号の周波数(2280Hz)
を±50Hz程可変することにより、効果があることがあります。

TFRQを表示後、空線信号の周波数を表示する TRANIT項目表示 

FM SQL SKIPP

50

空線キャンセラー機能による受信状態 

FM SQL SKIPP

MSK項目表示 MSK機能による受信状態 
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6スキャンのしかた

■VFOスキャンのしかた

DVFOスキャンの操作
¡フルスキャンは、周波数範囲のすべてをスキャンします。
¡バンドスキャンは、指定したバンドの周波数範囲内をスキャ
ンします。

¡プログラムスキャンは、プログラムスキャン用チャンネル
(PROGRAM-CH)の“00A/00B”～“024A/024B”に記憶して
いる周波数範囲をスキャンします。

¡VFOまたはM-CHで“P SKIP”を指定している周波数はスキッ
プしてスキャンします。

◆工場出荷時、PROGRAM-CHに記憶している内容

“00A”：0.150MHz /“00B”：1300.000MHz
“01A”：144.000MHz /“01B”：146.000MHz
“02A”：430.000MHz /“02B”：440.000MHz
※“03A/03B～024A/024B”は工場出荷時、何も記憶されて
いません。
PROGRAM-CHへの書き込みについては29ページを参照し
てください。

◆スタート操作

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※スキップスキャンを選択するときは、[FUNC]を押しなが
ら[V/M S.MW ]を短く押して、“ P SKIP ”表示を点
灯させます。
再度、同じ操作を行うと“ P SKIP ”表示が消灯します。

¡P SKIP ：スキップが指定された周波数をスキップします。
¡消灯 ：すべての周波数をスキャンします。

w [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
e [DIAL]を回して、スキャン範囲｢ALL｣/｢BAND｣/｢PROG 0
～24｣を選びます。
¡ALL ：フルスキャン動作となります。
¡BAND ：バンドスキャン動作となります。
¡PROG 0～24 ：プログラムスキャン動作となります。

r選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、スキャンを開始します。
※スキャン中に[BAND ]を押して、バンドまたはプログ
ラムスキャン範囲を切り替えることができます。

◆ストップ操作

¡ [MODE SCAN]を短く押します。

◆プログラムスキャン中のステップについて

スキャン中に周波数を切り替えるステップ幅は、VFOモードで
設定しているチューニングステップ(☞P24)で動作します。

FM SKIPP

フルスキャンの選択 バンドスキャンの選択 

プログラムスキャンの選択 スキャン中の表示 

スキャン中は点滅する 
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6 スキャンのしかた

Form2002

■オートメモリーライトスキャンのしかた

◆スタート操作

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。
e [DIAL]を回して、スキャン範囲“ALL”/“BAND”/“PROG 0
～24”を選びます。
¡ALL ：フルスキャン動作となります。
¡BAND ：バンドスキャン動作となります。
¡PROG 0～24：プログラムスキャン動作となります。

r選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、スキャンを開始しま
す。

t [V/M S.MW ]を短く押すと、“ ”表示が点滅して、
オートメモリーライトスキャン動作となります。
※すべてのオートメモリーライト用チャンネルが書き込まれ
ている状態では、オートメモリーライトスキャンへの切り
替えはできません。
※再度押すと、オートメモリーライトスキャンを解除します。

y信号を受信すると、5秒間一時停止して、受信した周波数をオ
ートメモリーライト用チャンネルの最下位(RR000)に書き込み
ます。(書き込み時ビープ音が“ピッピッ”と鳴ります。)
書き込みが終わると自動的に再スタートします。
※それ以前に書き込んだオートメモリーライト用チャンネル
があれば、順次上位チャンネルにシフトします。
※すべてのオートメモリーライト用チャンネル(200CH)を書
き込んだときは、ビープ音を“ピー”と鳴らしてスキャンを
解除します。
※スキャン中に[BAND ]を押して、バンドまたはプログ
ラムスキャン範囲を切り替えることができます。

※VFOスキャン中に信号を受信するたびに、その周波数をオ
ートメモリーライト用チャンネル(RR000～RR199)へ自動的に
順次書き込みます。

◆ストップ操作

¡ [MODE SCAN]を短く押します。

FMFM SKIPP

書き込み後の表示 
(スキャン中は表示しない)

一時停止が約5秒間続くとビープ 
音がなり、オートメモリーライト 
用チャンネルに書き込みスキャン 
が再スタートする 

信号を受信してスキャンが 
一時停止する 

オートメモリーライト用 
チャンネル 

R
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◆オートメモリーライト用チャンネルの呼び出し

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、オートメモリーライト用チャンネル
表示を選択します。(“R”表示が点灯します。)

e [DIAL]を回して、オートメモリーライト用チャンネルを選択
します。

◆オートメモリーライト用チャンネルのクリア操作

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、オートメモリーライト用チャンネル
表示を選択します。(“R”表示が点灯します。)

e [FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピー
と鳴るまで)押すと、すべてのオートメモリーライト用チャン
ネルをクリアします。なお、1CHごとのクリアは出来ません。

42

6スキャンのしかた

Dスキップチャンネルの指定と解除のしかた
メモリースキャン時に、スキャンの対象からはずしたいチャンネ
ルを、飛び越す(スキップ)ように指定する機能です。

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、メモリーモード表示を選択します。
e [DIAL]を回して、スキップを指定するCHの選択、またはス
キップを解除するCHを選択します。

r [FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を短く押すごとに、
“SKIP ” →“P SKIP ”→“消灯”(解除)と表示が切り替わりま
す。
¡SKIP/P SKIP点灯：メモリースキャン時、指定したM-CH

をスキップします。
※なお、M-CHに“ P SKIP ”を指定すると、VFOスキャン
時、その周波数をスキップします。

※メモリースキャン時、信号を受信してスキャンが一時停止
したときに、そのM-CHをメモリースキャンの対象からはず
したい場合は、[FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を
短く押して、スキップを指定することもできます。

◆スキップチャンネルの解除

上記を操作して、“SKIP ”または“P SKIP ” 表示を消灯させて
ください。

FM SKIPP スキップ表示 

FM

メモリーモード表示 
FM

オートメモリーライト用 
チャンネル表示 

R

クリア後の表示 

FM

オートメモリーライト用 
チャンネル表示 

R R

長く押す 
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6 スキャンのしかた

Form2002

■メモリースキャンのしかた
メモリースキャンは、周波数を記憶しているM-CHを順次切り替
えて、信号を探し出すスキャンです。

メモリースキャンは｢メモリースキャン｣、｢メモリーバンクスキ
ャン｣があります。
スキップチャンネルに指定したM-CH(SKIPまたはP SKIP表示
が点灯)は、スキャンスタート操作をしたときに、そのM-CHを
飛び越えてスキャンします。
※PROGRAM-CHはスキャンしません。

Dメモリースキャンの操作
◆スタート操作

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、メモリーモード表示を選択します。
e [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピピと鳴るまで)押すと、メモ
リースキャンを開始します。

◆ストップ操作

¡ [V/M S.MW ]を短く押します。

FM SKIPP

スキャン中は点滅する 

スキャン中の表示 

■メモリーバンクスキャンのしかた
メモリーバンクのスキャンには、フルバンクスキャンとバンクス
キャンがあります。
※スキップが指定されたチャンネルは飛び越えてスキャンします。
※編集したバンクのすべてのチャンネルに“SKIP”が指定されてい
る場合、そのバンクはスキップされます。

※PROGRAM-CHはスキャンしません。

Dフルバンクスキャン/バンクスキャンの操作
◆スタート操作

q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、バンク表示を選択します。
e [MODE SCAN]を押しながら[DIAL]を回して、｢ALL｣また
は｢BANK｣を選択します。
¡ALL ：すべてのバンクとチャンネルをスキャンします。
¡BANK：指定したバンクのチャンネルをスキャンします。
※なお、バンクスキャン中に[BAND ]を押して、バンク
を切り替えることができます。

r選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、フルバンクスキャン
またはバンクスキャンを開始します。
※指定したバンクの全てに“SKIP”が指定されている場合は、
最初のチャンネルでスキャンは停止します。

◆ストップ操作

¡ [MODE SCAN]を押すと、フルバンクスキャンまたはバンク
スキャンを解除します。

FM SKIPP

スキャン中の表示 フルバンクスキャンの選択 バンクスキャンの選択 

スキャン中は点滅する 
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プライオリティスキャンのしかた 7
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プライオリティスキャンは、通常の受信をしながら特定周波数の
信号の有無を知るためのスキャンです。
プライオリティスキャンには、下記の種類があります。

■ プライオリティスキャンについて
D プライオリティベル機能について
プライオリティベル機能とは、プライオリティCHで信号を受信
したとき、“ピロピロピ”というベル音を鳴らして、ベルマーク
“S”が点滅します。

q  [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。(設定項目を表示します。)

w  [DIAL]を回して、“PRIO”項目を選択します。

e  [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“BELL”を選択しま
す。

 ※  続けてSETモードを設定するときは、[DIAL]を回します。
(設定項目を表示します。)

  その後、eを操作して、設定内容を選択します。
r  選択後、[TS SET]を短く押します。
 プライオリティスキャンを開始します。

種　　類
VFO 周波数と
メモリーモードで
選択した M-CH ま
たはチャンネル

VFO スキャンと
メモリーモードで
選択した M-CH ま
たはチャンネル

VFO 周波数と
メモリースキャン
またはバンクスキ
ャン

VFO スキャンと
メモリーまたはバ
ンクスキャン

TV-CH と
メモリーモードで
選択した M-CH ま
たはチャンネル

動　作　の　内　容
VFO周波数を受信しながら、指定M-CHまた
はバンクチャンネル、オートメモリーライト
用チャンネルの信号の有無を受信(監視)しま
す。(☞P45)

VFOスキャンをしながら、指定M-CHまたは
バンクチャンネル、オートメモリーライト用
チャンネルの信号の有無を受信(監視)します。
(☞P46)

VFO周波数を受信しながら、スキャン中のM- 
CHまたはバンクチャンネルを順次受信(監視)
します。(☞P47)

VFOスキャンをしながらメモリーまたはバン
クの両スキャンで信号の有無を受信(監視)しま
す。(☞P48)

TV-CHを受信しながら、指定M-CHまたはバ
ンクチャンネル、オートメモリーライト用チ
ャンネルの信号の有無を受信(監視)します。
(☞P49)

7
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7 プライオリティスキャンのしかた

Form2002

■VFO周波数を受信中にM-CHを受信する
VFO周波数を聞きながら5秒に1回、特定のM-CHまたはバンク
チャンネル、オートメモリーライト用チャンネルを瞬時受信しま
す。

qVFOモードで受信する周波数を設定します。
wメモリーモードで受信したいM-CHを設定します。
※[BAND ]を押して、メモリーモード表示またはバンク
表示、オートメモリーライト用チャンネル表示を選択しま
す。
次に[DIAL]を回して、M-CHまたはバンクチャンネル、オ
ートメモリーライト用チャンネルを選択します。

※qとwの操作はどちらが先でもかまいません。
e [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。(設定項目を表示します。)

r [DIAL]を回して、“PRIO”項目を選択します。
t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”か“BELL”を選
択します。

y選択後、[TS SET]を押すと“PRIO ”表示が点灯して、プライ
オリティスキャンを開始します。

u [TS SET]を短く押すと、プライオリティスキャンを解除しま
す。

FM

PRIO

SKIPP

[TS SET]

[DIAL]

[BAND         ]LOCK

BELL表示 

[TS SET]を押すと 
周波数に戻る 

PRIO表示 

PRIO

FM

PRIO

FM SKIPP

PRIO

FM

PRIO

FM SKIPP

5秒間に1回、M-CH

を瞬時ワッチする 

VFO周波数を受信しながら 
M-CHで信号を受信すると、 
一時停止する 

5秒間に1回、M-CH

を瞬時ワッチする 

VFO周波数を受信しながら 
バンクチャンネルで信号を受信 
すると、一時停止する 

◎動作の概略

※M-CHとバンクチャンネル以外にオートメモリー
ライト用チャンネルも選択できます。
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7プライオリティスキャンのしかた

■VFOスキャン中にM-CHを受信する
VFOスキャンをしながら5秒に1回、特定のM-CHまたはバンク
チャンネル、オートメモリーライト用チャンネルを瞬時受信しま
す。

qメモリーモードで受信したいM-CHを設定します。

※[BAND ]を押して、メモリーモード表示またはバンク
表示、オートメモリーライト用チャンネル表示を選択しま
す。
次に[DIAL]を回して、M-CHまたはバンクチャンネル、オ
ートメモリーライト用チャンネルを選択します。

wVFOモードにします。
e [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、VFO
スキャン(フルスキャン、バンドスキャン、プログラムスキャ
ン)をスタートさせます。

r [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。(設定項目を表示します。)

t [DIAL]を回して、“PRIO”項目を選択します。
y [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”か“BELL”を選
択します。

u選択後、[TS SET]を押すと“PRIO ”表示が点灯して、プライ
オリティスキャンを開始します。

i [TS SET]を短く押すと、プライオリティスキャンとVFOス
キャンを解除します。

VFOスキャン動作 

指定M-CH

5秒に1回 
ワッチする 

VFOスキャンをしなが 
らM-CHをワッチする 
M-CHで信号を受信する 
と一時停止する 

VFOスキャン動作 

バンクチャンネル 

5秒に1回 
ワッチする 

VFOスキャンをしながら 
バンクチャンネルをワッ 
チする 
バンクチャンネルで信号 
を受信すると一時停止する 

145.100

145.120

145.140

145.200

145.220

145.240
145.260

51.000
1.620

850.000

1295.000

433.000

145.280

145.100

145.120

145.140

145.200

145.220

145.240
145.260

51.000
1.620

850.000

1295.000

433.000

145.280

FM

PRIO

FM

PRIO

◎動作の概略

※M-CHとバンクチャンネル以外にオートメモリー
ライト用チャンネルも選択できます。
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7 プライオリティスキャンのしかた

Form2002

VFO周波数を受信しながら、5秒に1回特定のM-CHまたはバン
クチャンネルを順次切り替えて受信します。

qVFOモードで受信する周波数を設定します。
wメモリーモードにします。
※ [BAND ]を押して、メモリーモード表示またはバンク表
示を選択します。

e [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、選択
した表示のメモリースキャンをスタートさせます。

r [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。(設定項目を表示します。)

t [DIAL]を回して、“PRIO”項目を選択します。
y [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”か“BELL”を選
択します。

u選択後、[TS SET]を押すと“PRIO ”表示が点灯して、プライ
オリティスキャンを開始します。

i [TS SET]を短く押すと、プライオリティスキャンを解除しま
す。

CH-000

CH-999

CH-400

CH-300

CH-200

CH-100

CH-006

CH-005

CH-004

CH-003

CH-002

CH-001

メモリースキャン動作 

VFO周波数 
5秒ごとに 
ワッチする 

M-CH受信すると一時 
停止する 

VFOを受信しながら 
M-CHを順次ワッチする 

A-00

Y-99

U-00

T-00

O-00

H-00

C-00

B-00

A-04

A-03

A-02

A-01

バンクスキャン動作 

VFO周波数 
5秒ごとに 
ワッチする 

バンクチャンネルを 
受信すると一時停止する 

VFOを受信しながら 
バンクチャンネルを 
順次ワッチする 

FM SKIPP

PRIO

FM SKIPP

PRIO

◎動作の概略

■VFO周波数を受信中にM-CHを順次受信する
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7プライオリティスキャンのしかた

■ VFO/ メモリー両スキャンで受信する
VFO スキャン中に M-CH またはバンクチャンネルを順次スキ
ャンして受信します。

q メモリーモードにします。
 ※  [BAND ] を押して、メモリーモード表示またはバン

ク表示を選択します。
w   [MODE SCAN] を長く ( ピッ、ピーと鳴るまで ) 押して、

選択した表示のメモリースキャンをスタートさせます。
  [ ご注意 ] 必ずメモリースキャンまたはバンクスキャンを先

にスタートさせてください。VFO スキャンを先に
スタートさせると、両スキャンは動作しません。

e  [TS SET] を長く ( ピッ、ピーと鳴るまで ) 押して、SET モ
ードにします。( 設定項目を表示します。)

r  [DIAL] を回して、“PRIO” 項目を選択します。
t   [FUNC] を押しながら [DIAL] を回して、“ON” か “BELL”

を選択します。
y  選択後、[TS SET] を押すと “PRIO-” 表示が点灯して、プ

ライオリティスキャンを開始します。
u  [MODE SCAN] を押しながら [DIAL] を回して、“ALL”、 

“BAND”、“PROG 0 ～ 24” のいずれかを選択します。
i  選択後、[MODE SCAN] を押すと “PRIO-” 表示が点灯して、

両スキャンによるプライオリティになります。
 ※ �VFO/M-CH のどちらで信号を受信しても、一時停止にな

ります。
o  [TS SET] を押すと、プライオリティスキャンおよび VFO

スキャンとメモリースキャンも解除します。
 ※  [V/M S.MW ] を押すとオートメモリーライトスキャ

ンとなる。

CH-000

CH-999

CH-400

CH-300

CH-200

CH-100

CH-006

CH-005

CH-004

CH-003

CH-002

CH-001

メモリースキャン動作

VFOスキャン

VFOスキャン

5秒ごとに
ワッチする

M-CH受信すると一時
停止する

VFOスキャンしながら
M-CHを順次ワッチする

A-00

Y-99

U-00

T-00

O-00

H-00

C-00

B-00

A-04

A-03

A-02

A-01

バンクスキャン動作

5秒ごとに
ワッチする

バンクチャンネルを
受信すると一時停止する

VFOを受信しながら
バンクチャンネルを
順次ワッチする

FM SKIPP

FM SKIPP

◎ 動作の概略
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7 プライオリティスキャンのしかた

Form2002

■TV-CHを受信しながらM-CHを受信する

TV-CHを受信しながら5秒に1回、M-CHを受信します。

qVFOモードにします。
※[BAND ]を押して、TV-CHモードにします。
※次に、[DIAL]を回して、TV-CHを選択します。

wメモリーモードで受信したいM-CHを設定します。
※[BAND ]を押して、メモリーモード表示またはバンク
表示、オートメモリーライト用チャンネル表示を選択しま
す。
次に[DIAL]を回して、M-CH(バンクチャンネル)を選択し
ます。

※qとwの操作はどちらが先でもかまいません。
e [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。(設定項目を表示します。)

r [DIAL]を回して、“PRIO”項目を選択します。
t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”か“BELL”を選
択します。

y選択後、[TS SET]を押すと“PRIO ”表示が点灯して、プライ
オリティスキャンを開始します。

u [TS SET]を短く押すと、プライオリティスキャンを解除しま
す。

FM

PRIO

W

FM

PRIO

W FM

PRIO

5秒間に1回、M-CH

を瞬時ワッチする 

5秒間に1回、M-CH

を瞬時ワッチする 

M-CHで信号を受信すると、 
一時停止する 

TV-CHを受信しながら 

TV-CHを受信しながら 

バンクチャンネルで信号を受信 
すると、一時停止する 

FM

PRIO

◎動作の概略

※M-CHとバンクチャンネル以外にオートメモリー
ライト用チャンネルも選択できます。
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初期設定されている受信条件を、受信する
状況やお好みの使いかたに応じて、変更す
るモードです。

なお、EXPAND(拡張機能)のSETモード
により、さらに多彩な受信条件を設定する
ことができます。

各項目で変更できる受信条件を次のページ
から記載しておりますので、このページと
併せてご覧ください。

  SETモードにする
q  [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)

押します。(設定項目を表示します。)
w  [DIAL]を回して、設定項目を選択します。
  表示は約1秒後、設定内容表示に変わり

ます。(以下は“D SEL”の場合)

e  設定内容が表示されます。

r  [FUNC]を押 しながら [DIAL]を回 し
て、設定内容を選択します。

 ※  続けてSETモードを設定するときは、
w～rを繰り返し操作してください。

t  [TS SET]または、[SQL]を短く押しま
す。

 周波数表示に戻ります。

    EXPAND(拡張機能)の選択
q  [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るま

で)押します。
 (設定項目を表示します。)
w  [DIAL]を回し、｢EXPAND｣の設定項

目を選択します。

e  [FUNC]を押 しながら [DIAL]を回 し
て、 “ON”を選択します。

※  “OFF”を選択するとEXPAND(拡張機
能)SETモードの項目は表示されません。

r  [DIAL]を回して、拡張設定項目を選択
します。

t  [FUNC]を押 しながら [DIAL]を回 し
て、設定内容を選択します。

y  [TS SET]または、[SQL]を短く押しま
す。

 周波数表示に戻ります。

■ SET モードの設定方法

[TS SET]

[DIAL]

[FUNC]
8
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8 SETモ－ドの設定

Form2002

SETガイド S  E  T 項 目

LOCK キーロック機能の設定 (☞P54)

SPEED ダイヤルスピード機能の設定 (☞P54)

MONI モニター(SQL)ホールド機能の設定 (☞P54)

AP OFF オートパワーオフ機能の設定 (☞P55)

PAUSE スキャン一時停止タイマー設定 (☞P55)

RESUME スキャン再スタートタイマーの設定 (☞P55)

STOP B スキャン停止時ビープ音の設定 (☞P55)

OFFSET オフセット周波数の設定 (☞P56)

DUP デュプレックスモード設定 (☞P56)

TSQL トーンスケルチ受信モードの設定 (☞P57)

TFRQ※ 空線信号の周波数設定 (☞P57)

TONE CTCSSトーン周波数の設定 (☞P57)

CODE DTCSコードの設定 (☞P58)

DTCS P DTCS位相反転の設定 (☞P58)

CONT ディスプレイのコントラストの設定 (☞P58)

SETガイド S  E  T 項 目

D SEL ダイヤルセレクトの設定 (☞P52)

PRIO プライオリティスキャンの設定 (☞P52)

BEEP ビープ音(操作音)の設定 (☞P52)

BEEPLV ビープ(操作音)レベルの設定 (☞P52)

LIGHT ディスプレイのバックライトの設定 (☞P53)

P SAVE パワーセーブ機能の設定 (☞P53)

ANT※ アンテナ切り替えの設定 (☞P53)

EXPAND 拡張機能のON/OFFの設定 (☞P54)

ï EXPAND SETモード項目

■ 設定項目の一覧表
初期設定されている受信条件を、受信する状況やお好みの使いか
たに応じて、変更するためのモードです。

ï SETモード項目

※アンテナ切り替えの設定は、BC(1M)バンドでAMラジオ放送
の周波数帯(0.495～1.620MHz)、FM放送(76M)バンドでFM
ラジオ放送の周波数帯(76.000～107.995MHz)を表示してい
る状態で、SETモードにしたとき表示されます。

※空線信号の周波数設定は、｢トーンスケルチ受信モードの設
定｣で“TRAIN”を選択した時のみ設定できます。
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8SET モ－ドの設定

周波数を大きく変える操作で、[FUNC]を押しながら[DIAL]を回
したときの、周波数ステップを選択する項目です。

¡100Ｋ ︰100KHzステップにします。
¡1M ︰ 1MHzステップにします。
¡10Ｍ ︰10MHzステップにします。
   (初期設定︰1M)

■ 設定項目の詳細について 設定表示例の上側が初期設定値です。

1. ダイヤルセレクトの設定

キー操作が正しく行われたかどうかを知らせるビープ音を設定す
る項目です。

¡ON ︰ビープ音を鳴らします。
¡OFF ︰鳴りません。
   ( 初期設定︰ ON)

3. ビープ音 ( 操作音 ) の設定

プライオリティスキャンの“ON/OFF”およびプライオリティベル
を選択する項目です。

¡OFF ︰動作しません。(初期設定)
¡ON ︰ プライオリティスキャンをし 

ます。
¡BELL ︰ プライオリティチャンネルで 

信号を受信すると、ベル音を 
鳴らし、ベルマーク“S”表 
示の点滅で受信を知らせます。

2. プライオリティスキャンの設定

キー操作が正しく行われたかどうかを知らせるビープ音の音量を
設定する項目です。前項目｢3.ビープ音(操作音)の設定｣が“ON”の
とき有効です。

¡VOLUME ︰ 音量に比例したビープ
音を鳴らします。 
(初期設定)

¡- - -  - - -  ︰ 音量に関係なく、個別
にビープ音の音量を調
整します。

　 ooo ooo 　 [DIAL]を回して音量を調整します。

4. ビープ音 ( 操作音 ) レベルの設定

～
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8 SETモ－ドの設定

Form2002

キー操作時にディスプレイのバックライトを点灯するか、しない
かを設定します。

¡AUTO ‥キー操作時に自動点灯しま
す。なお、５秒間操作しな
い状態が続くと消灯します。
(初期設定)

¡ON ‥常時点灯します。
¡OFF ‥点灯しません。

5. ディスプレイのバックライトの設定

電池の消耗を防ぐためパワーセーブ機能を“ON/OFF”します。

¡ON ‥無信号状態が5秒続くと"1:4
(125msec:500msec)"の比率
でパワーセーブ機能を開始し、
さらに無信号の状態が60秒続
くと"1:8(125msec: 1sec)"
の比率で動作します。

¡OFF ‥パワーセーブが動作しません。
(初期設定‥ON)

6. パワーセーブ機能の設定

BC(1M)バンドおよびFM放送(76M)バンドでは、受信用のアン
テナを付属の外部アンテナから、内蔵のバーアンテナ(BCバンド)
または接続されたイヤホンをアンテナとして使用するイヤホンア
ンテナ(FM放送)に切り替えることができます。
イヤホンアンテナは、外部アンテナに加えてイヤホンアンテナも
使用できるようにします。

¡EXT ‥付属のアンテナで受信します。
¡BAR‥内蔵のBARアンテナで受信し

ます。(※BCバンドのみ)
¡EAR‥イヤホンアンテナで受信しま

す。(※FM放送バンドのみ)
(初期設定‥EXT)

※アンテナ切り替えの設定は、BC(1M)バンドでAMラジオ放送
の周波数帯(0.495～1.620MHz)、FM放送(76M)バンドでFMラ
ジオ放送の周波数帯(76.000～107.995MHz)を表示している状
態で、SETモードにしたとき表示されます。

7. アンテナ切り替えの設定
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8SETモ－ドの設定

セットモードの拡張項目を設定するための項目です。

¡OFF ‥初期項目だけを表示する。
¡ON ‥初期項目と拡張項目を表示す

る。
(初期設定‥OFF)

※拡張機能(EXPAND)を“ON”にした後の項目は、下記(9項)以降
で設定できます。

8. 拡張機能のON/OFFの設定

[DIAL]およびキーの操作を無効にするキーロック機能を設定する
項目です。

¡NORMAL‥音量の[Y]/[Z]、SQLを
除くキーをロックします。

¡NO SQL ‥[SQL]を除くキーをロッ
クします。

¡NO VOL ‥音量の[Y]/[Z]を除くキ
ーをロックします。

¡ALL ‥すべてのキーをロックし
ます。
(初期設定‥NORMAL)

9. キーロック機能の設定

[DIAL]を早く回したときだけ、更にスピードアップするダイヤル
スピード機能を選択します。

¡ON ‥スピードアップします。
¡OFF‥[DIAL]を回す速度に合わせま

す。
(初期設定‥ON)

10. ダイヤルスピードの設定

[SQL]の機能(スケルチを開いて受信をする)が、キーを押してい
る間動作させるか、１回押すごとに“ON/OFF”させるかを設定し
ます。

¡PUSH ‥押している間だけスケルチを
開きます。

¡HOLD ‥１回押すとモニターを“ON”

にし、もう一度押すことによ
り“OFF”にします。
(初期設定‥PUSH)

11. モニター(SQL)ホールド機能の設定

8
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8 SETモ－ドの設定
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スキャン中に信号を受信すると、スキャンは一時停止します。
設定時間だけ受信を続け、設定時間になると再スタートします。

¡2～20 ‥2～20秒のタイマー設定が約
2秒毎に設定できます。
なお、停止中に信号がなく
なると、次項スタートタイ
マーの条件で再スタートし
ます。

¡HOLD ‥信号を受信中は一時停止を続け、信号がなくなると
再スタートします。
(初期設定‥10秒)

13. スキャン一時停止タイマーの設定

スキャンが一時停止後、受信信号が途切れてからの再スタートの
条件(時間)を設定する項目です。

¡0 ‥信号がなくなると同時に再ス
タートします。

¡1～5 ‥信号がなくなると1～5秒の
各設定時間後再スタートし
ます。

¡HOLD ‥信号がなくなっても一時停
止状態を保持します。
(再スタートは[DIAL]操作)
(初期設定‥2秒)

14. スキャン再スタートタイマーの設定

各種スキャンが停止したときに、ビープ音を鳴らすか、鳴らさな
いかを設定します。

¡OFF ‥スキャンが停止しても、ビー
プ音は鳴りません。
(初期設定)

¡ON ‥スキャンが停止するとビープ
音を鳴らします。

15. スキャン停止時ビープ音の設定

自動的に電源を“OFF”するオートパワーオフ機能を設定します。
キー操作のない状態が一定時間(下記の設定時間)続くと、自動的に
電源を切ります。

¡OFF ‥オートパワーオフ機能が動作
しません。(初期設定)

¡30 ‥30分後に電源を切ります。
¡60 ‥60分後に電源を切ります。
¡90 ‥90分後に電源を切ります。
¡120 ‥120分後に電源を切ります。
※オートパワーオフで電源が切れた場合に、再度電源を入れたと
きは、オートパワーオフ機能は有効です。

12. オートパワーオフ機能の設定
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8SETモ－ドの設定

デュプレックスモードでの、オフセット周波数を設定する項目で
す。
デュプレックス受信している2局間の周波数差を設定します。

¡0～159.995MHzの範囲で設定でき
ます。

※バンド別に設定が可能です。
※すべてのメモリーチャンネルに独立してオフセット周波数の設
定を記憶できます。

※VFOモードで設定しているチューニングステップ(☞P24)で動
作します。

16. オフセット周波数の設定

送信と受信で異なった周波数を使用するデュプレックスモードで
交信中の通信を、受信するための項目です。

¡OFF ‥デュプレックスを使用しない。
¡－ DUP‥設定周波数とオフセット分低

い周波数が受信できます。
¡＋DUP‥設定周波数とオフセット分高

い周波数が受信できます。
(初期設定‥OFF)

17. デュプレックスモードの設定

8
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8 SETモ－ドの設定

Form2002

空線信号の周波数の設定をします。

¡300～3000‥10Hzステップで設定
が可能です。
(初期設定‥2280Hz)

※前項目｢18.トーンスケルチ受信モードの設定｣で｢TRAIN｣が選
択されているときに設定が可能となります。

19. 空線信号の設定

トーンスケルチ通信を受信するための、トーン周波数を設定しま
す。

¡67.0Hz～254.1Hzの50波の中から
選択します。(初期設定‥88.5Hz)

トーン周波数一覧表(単位：Hz)

20. CTCSSトーン周波数の設定

67.0
69.3
71.9
74.4
77.0
79.7
82.5
85.4

88.5
91.5
94.8
97.4
100.0
103.5
107.2
110.9

114.8
118.8
123.0
127.3
131.8
136.5
141.3
146.2

151.4
156.7
159.8
162.2
165.5
167.9
171.3
173.8

177.3
179.9
183.5
186.2
189.9
192.8
196.6
199.5

203.5
206.5
210.7
218.1
225.7
229.1
233.6
241.8

250.3
254.1

トーンスケルチ、DTCSコードスケルチ、CTCSS/DTCSポケッ
トビープ、空線信号、MSK制御音などの受信設定をする項目で
す。

¡OFF ‥トーンを使用しません。
¡TSQL ‥トーンスケルチ受信モードに

します。
¡P BEEP‥CTCSSポケットビープ受信

モードにします。
¡DTCS ‥DTCSコードスケルチ受信モ

ードにします。
¡P DTCS‥DTCSポケットビープ受信モ

ードにします。
¡TRAIN ‥空線信号をキャンセルする場

合に選択します。
¡MSK ‥MCAの制御音をキャンセル

する場合に選択します。
(初期設定‥OFF)

18. トーンスケルチ受信モードの設定
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8SETモ－ドの設定

DTCSコードスケルチ通信を受信するための、DTCSコードを設
定します。

¡023～754の104波の中から選択し
ます。
(初期設定‥023)

DTCSコード一覧表

21. DTCSコードの設定

023
025
026
031
032
036
043
047
051
053
054
065
071

072
073
074
114
115
116
122
125
131
132
134
143
145

152
155
156
162
165
172
174
205
212
223
225
226
243

244
245
246
251
252
255
261
263
265
266
271
274
306

311
315
325
331
332
343
346
351
356
364
365
371
411

412
413
423
431
432
445
446
452
454
455
462
464
465

466
503
506
516
523
526
532
546
565
606
612
624
627

631
632
654
662
664
703
712
723
731
732
734
743
754

DTCSコード検出の位相を反転させる設定をします。

¡NORMAL‥位相反転をしません。
¡REV ‥位相反転をします。

(初期設定‥NORMAL)

22. DTCS位相反転の設定

ディスプレイのコントラストを設定します。

¡1～4‥1(淡)～4(濃)の範囲で設定でき
ます。
(初期設定‥3)

23. ディスプレイのコントラストの設定

8
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Form2002

■デュプレックス通信を受信する
◆デュプレックスとは

デュプレックス通信とは、送信と受信で違った2つの周波数を使
用して交信する方式です。
430MHz/1200MHz帯のアマチュア無線用FMレピータシステム
や各通信分野で広く利用されています。
本機にデュプレックスモードを設定すると、ワンタッチの切り替
え操作で、送信/受信両方の周波数が受信できます。

デュプレックス通信を受信するときは、オフセット周波数の設定
も必要です。

◆オフセット周波数とは

デュプレックス通信で、送信周波数と受信周波数の差をオフセッ
ト周波数といいます。

デュプレックスモードおよびオフセット周波数は、SETモードで
設定します。(☞P56)

〔例〕430MHz帯のレピータ交信を受信するには

レピータとは、山や建物などの障害物で直接交信できない局の交
信を可能にしたり、通信範囲(通信距離)を拡大させるための、自
動無線中継装置のことです。

¡通常、アマチュア無線で運用されている430MHz帯のレピー
タ交信は、オフセット周波数を5.000MHzに設定しています。
レピータは、送信されてくる434.600MHzを受信すると、自
動的に439.600MHzの周波数に変換して送信します。

¡本機で上記通信を受信するには、デュプレックスモードとオ
フセット周波数5.000MHzの設定が必要です。
430Mバンドは、レピータ受信用に5.000MHzを初期設定して
います。
(1200Mバンドは、レピータ受信用に20.000MHzを初期設定
しています)
なお、デュプレックスモードは次のように設定します。
本機の表示(受信)周波数を439.600MHz(レピータの送信周波
数)に設定したときは“－DUPモード”に、434.600MHz(レピ
ータの受信周波数)に設定したときは“＋DUPモード”に設定し
てください。

A局 レピータ B局

439.600MHz

439.600MHz 434.600MHz

434.600MHz

レピータ交信の概略と周波数例

※レピータの周波数帯　送信：439.000～440.000MHz
受信：434.000～435.000MHz
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9各種の交信を受信するために

Dレピータの送信周波数を設定する
※レピータの周波数帯 送信：439.000～440.000MHz

：1290.000～1293,000MHz
受信：434.000～435.000MHz
：1270.000～1273,000MHz

q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w [BAND ]を押して、430Mバンド(1200Mバンド)を選択
します。

e [DIAL]を回して、.439.600MHz(1292.340MHz)を設定しま
す。

r [DIAL]を回して、｢DUP(デュプレックス)｣項目を選択しま
す。

t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、｢－DUP｣または｢＋
DUP｣を選択します。

y [DIAL]を回して、｢OFF SET｣項目にします。
項目を表示後、オフセット周波数を表示します。

※430MHz帯：5.000MHz/1200MHz帯：20.000MHz、その
他のバンドは0.000MHzを初期設定しています。

※オフセット周波数を変更するときは、[FUNC]を押しなが
ら[DIAL]を回して、周波数を設定します。

※VFOモードで設定しているチューニングステップ(☞P24)で
動作します。

u [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除してデュプレック
スモードになります。

FM SKIPP FM SKIPP

Dデュプレックスモードとオフセット周波数を設定
する

q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)｣項目を選択にしま
す。

e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。

DUPDUPFM SKIPP FM SKIPP

9
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9 各種の交信を受信するために

Form2002

Dデュプレックス通信の両周波数を受信する
[SQL]を押します。
¡ 400Mバンドの場合は押している間、5.000MHz低い
434.600MHzを受信します。

¡ 1200Mバンドの場合は押している間、20.000MHz低い
1272.340MHzを受信します。

※ [SQL]を押すと｢－DUP｣モードのとき、オフセット周波数分
低い周波数を受信します。
｢＋DUP｣モードのときは、オフセット周波数分高い周波数を
受信します。

■デュプレックスを解除するときは

SETモードにして、“DUP”項目を“OFF”にします。

■トーン通信/DTCSコード通信を受信する

◆トーンスケルチ機能とは

トーンスケルチは、受信した周波数に重畳したトーン周波数が一
致したときのみスケルチが開き受信します。
アマチュア無線、簡易業務用無線、特定小電力無線などの通信に
利用されています。
通信している周波数およびトーン周波数に自局の設定をあわせる
と、トーンスケルチ通信が受信できます。

◆ポケットビープ機能とは

上記トーンスケルチ機能で受信したとき、ビープ音で知らせる便
利な機能です。
呼び出しを受けると、呼び出し音“ピロピロピロ”が30秒間鳴り
続けるとともに、ディスプレイのベルマーク“SS”表示が点滅し
ます。

D周波数を設定する
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードを選択します。
w [BAND ]を押して、バンドを選択します。
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して選択
します。

e [MODE SCAN]を短く押して、受信モード(電波型式)を選択
します。

r [DIAL]を回して、周波数を設定します。

DUPDUPFM SKIPP FM SKIPP

DUPDUPFM SKIPP FM SKIPP

を押すとオフセット 
分変化した周波数で受信する 

FM SKIPP

受信する周波数を設定する 

■デュプレックス通信を受信する (つづき)
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9各種の交信を受信するために

D受信モードを設定する
q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)｣項目を選択にします。
e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢TSQL(トーンスケルチ)｣項目を選択します。
t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、受信モードを選択し
ます。

¡ TSQL ：トーンスケルチ機能が動作します。
¡P BEEP ：トーンスケルチによるポケットビープ機能が動作

します。
¡DTCS ：コードスケルチ機能が動作します。
¡P DTCS：コードスケルチによるポケットビープ機能が動作

します。

y [TS SET]を短く押すと、周波数表示に戻します。

FM SQL SKIPT P FM SQL SKIPT P

FM DTCS SKIPP FM DTCS SKIPP

トーンスケルチ 
トーンスケルチによる 
ポケットビープ機能 

コードスケルチによる 
ポケットビープ機能 コードスケルチ 

◆ト－ン周波数を設定する

q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)｣項目を選択にします。
e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢TONE(トーン)｣項目を選択します。
t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、トーン周波数を選択
します。(88.5Hz：初期設定値)

y [TS SET]を短く押すと、周波数表示に戻します。

◆DTCSコードを設定する

q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)｣項目を選択にします。
e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢DTCS(コード)｣項目を選択します。
t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、コードを選択します。
(023：初期設定値)

y [TS SET]を短く押すと、周波数表示に戻します。
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9 各種の交信を受信するために

Form2002

受信する局(送出側)に合わせて、DTCSコードの検出の位相を設
定することができます。
DTCS位相反転機能は、SETモードで変更できます。

q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、SETモード
にします。
(設定項目を約1秒間表示後、設定内容の表示に変わります。)

w [DIAL]を回して、｢EXPAND(機能拡張)｣項目を選択します。
e [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、“ON”を選択します。
r [DIAL]を回して、｢DTCS P(DTCS位相反転機能)の設定｣項
目を選択します。

t [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、｢NORMAL｣または
｢REV｣を選択します。
¡NORMAL ：位相反転をしない。
¡REV ：位相反転をする

y [TS SET]を短く押すと、SETモードを解除して元の周波数表
示に戻ります。

Dトーン通信/DTCSコード通信を受信すると
¡トーンスケルチ機能またはDTCSコードスケルチ機能を設定
しているときは

設定しているトーン周波数、またはDTCSコードが同じ電波
を受信するとスケルチが開き、通信している局の音声が聞こ
えます。

¡ポケットビープ機能を設定しているときは
受信するとベルが約30秒間鳴り続け、ベルマーク“SS”表示
が点灯します。

■DTCS位相反転機能について

FM SQL SKIPT P FM DTCS SKIPP

トーンスケルチ コードスケルチ 

FM SQL SKIPT P FM DTCS SKIPP

トーンスケルチによる 
ポケットビープ機能 

コードスケルチによる 
ポケットビープ機能 

[TS SET]
[FUNC]

[DIAL]

ノーマル表示 

リバース表示 

DTCS反転機能の設定項目 

設定綱目を約1間表示する 

■トーン通信/DTCSコードの通信を受信する (つづき)
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9各種の交信を受信するために

相手局が使用しているトーン周波数またはDTCSコードを検知
するスキャンです。

◆スタート操作

q前記の｢D受信モードを設定する｣にしたがって、受信モード
(トーンスケルチ、コードスケルチ)を設定します。
※トーンスケルチ、コードスケルチを設定していない場合は、
トーンスキャンになります。

w [FUNC]を押しながら[MODE SCAN]を押すと、トーンスキ
ャンまたはDTCSコードスキャンを開始します。

※スキャン中に[DIAL]を回すと、回した方向でアップスキャン
とダウンスキャンを切り替えます。
スキャン中にスケルチが開いているときはゆっくり、スケル
チが閉じているときは速くスキャンします。

※VFOモード時は、一致したトーン周波数またはDTCSコードを
検知すると、スキャンが約10秒間(スキャン一時停止タイマー
で設定した時間)一時停止し、トーン周波数またはDTCSコー
ドを自動的に書き替えたあと、スキャンを再スタートします。
ただし、M-CHでスキャンを行ったときは、一時的に記憶しま
すが、書き替えはしません。

※ポケットビープ状態から、トーンスキャンを行うとポケット
ビープを解除し、トーンスキャンまたはDTCSコードスキャ
ンになります。

※隣接したトーン周波数を使用している局がいると、トーンス
ケルチが開くことがあります。

◆ストップ操作

[MODE SCAN]を短く押します。
※周波数表示に戻ります。
※トーン周波数を検知(一時停止)する前にストップ操作をしたと
き、トーン周波数は書き替わりません。

■トーン/コードスキャンのしかた

トーンスケルチ設定時の 
トーンスキャン中の表示 

DTCSコード設定時の 
コードスキャン中の表示 

スキャン中は点滅する 

67.0
69.3
71.9
74.4
77.0
79.7
82.5

85.4
88.5
91.5
94.8
97.4
100.0
103.5

107.2
110.9
114.8
118.8
123.0
127.3
131.8

136.5
141.3
146.2
151.4
156.7
159.8
162.2

165.5
167.9
171.3
173.8
177.3
179.9
183.5

186.2
189.9
192.8
196.6
199.5
203.5
206.5

210.7
218.1
225.7
229.1
233.6
241.8
250.3

254.1

¡トーン周波数一覧表 単位：Hz

023
025
026
031
032
036
043
047
051
053
054

065
071
072
073
074
114
115
116
122
125
131

132
134
143
145
152
155
156
162
165
172
174

205
212
223
225
226
243
244
245
246
251
252

255
261
263
265
266
271
274
306
311
315
325

331
332
343
346
351
356
364
365
371
411
412

413
423
431
432
445
446
452
454
455
462
464

465
466
503
506
516
523
526
532
546
565
606

612
624
627
631
632
654
662
664
703
712
723

731
732
734
743
754

¡コード一覧表 9
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Form2002

■ビープ音について
キー操作をしたとき、その操作が有効か無効かを、下記のように
ビープ音で知らせる機能です。
¡ビープ音の種類

“ピッ” ：短く押すキー操作が正しいとき
“ピッ、ピー”：長く押すキー操作が正しいとき
“プッ” ：キー操作が無効のとき
“ピッ ピピ” ：メモリー書き込み操作が正しいとき

※SETモードの｢ビープ(操作音)レベルの設定｣項目(☞P52)で
ビープレベルの設定、｢ビープ(操作音)の設定｣項目(☞P52)で、
ビープ音の“ON/OFF”が設定できます。

■ダイヤルスピード機能の使いかた
[DIAL]をゆっくり回しているときは、設定したTS(チューニン
グステップ)で動作します。
速く回したときに、周波数またはM-CHをダイヤルの速度以上に
すばやく切り替える機能です。

※SETモードの｢ダイヤルスピード機能の設定｣項目(☞P54)で、
“ON/OFF”が設定できます。

■LCDバックライト調整について
ディスプレイの表示を見やすくするために、キー操作をするたび
にLCDバックライト(照明)を点灯させています。
※ SETモードの｢ディスプレイのバックライト機能の設定｣項目
(☞P53)で、OFF、ON、AUTOの中から設定することができ
ます。

■LCDコントラスト調整について
周囲の明るさに応じて、ディスプレイのコントラスト(明るさ)を
調整できます。
※ EXPAND(機能拡張)SETモードの｢ディスプレイのコントラ
ストの設定｣項目(☞P58)で、1(薄い)、2(やや薄い)、3(普
通：初期設定値)、4(濃い)の中から設定することができます。
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10その他の便利な機能

不用意に[DIAL]ツマミやキーに触れても、周波数や受信状態が
変わらないようにする機能です。
¡ [FUNC]を押しながら[BAND ]を長く(ピッ、ピーと鳴る
まで)押すと、キーロック機能を“ON/OFF”します。
ロック中は、ディスプレイにロック表示“ ”が点灯します。

■ EXP 1(拡張機能 1)SETモードの｢キーロック機能の設定｣項
目(☞P54)動作条件を設定することができます。

¡NORMAL ：[Y]/[Z](音量)、[SQL]を除くキーをロックし
ます。(初期設定)

¡NO SQL ：[SQL]を除くキーをロックします。
¡NO VOL ：[Y]/[Z](音量)を除くキーをロックします。
¡ALL ：[Y]/[Z](音量)、[SQL]を含むキーをロックし

ます。
※何れの状態においても、[FUNC]＋[BAND ]、[PWR]キ
ーはロックしません。

■キーロック機能の使いかた

FM SKIPP

ロック表示 

■パワーセーブ機能の使いかた
なにも操作しない状態(受信もしない)が一定時間続くと、自動的
に本機の動作を休止状態にし、電池の消耗を防ぐ機能です。

◆ SETモードの｢パワーセーブ機能の設定｣項目(☞P53)で、パ
ワーセーブを設定することができます。

¡ “ON”選択時は、無信号状態が5秒続くと“1：4(125msec：
500msec)”、その後も無信号状態が60秒続くと“1：
8(125msec：1000msec)”の比率で動作します。

¡ “OFF”選択時は、パワーセーブが動作しません。

■オートパワーオフ機能の使いかた
このタイマーは、電源の切り忘れをカバーするための機能です。
何も操作しない状態が設定したタイマー時間になると、ビープ音
(ピー)が5回鳴って電源が切れます。

■ SETモードの｢オートパワーオフ機能の設定｣項目(☞P55)で
時間を設定することができます。

¡ 30/60/90/120分の指定時間がすぎると、電源が自動的に切
れます。
タイマーを1回セットすると、電源を入れるたびにタイマーが
動作します。

※使用しないときは、“OFF”にしておきます。

10

そ
の
他
の
便
利
な
機
能

00 IC-R5-1.qxd  2007.05.10  2:24 PM  ページ66



ご参考に11

67

D パーシャルリセットのしかた
q  [PWR]を長く押し、いったん電源を切

ります。
w  [FUNC] と [TS SET] を押 しながら

[PWR]を長く押して、電源を入れます。
	“CLEAR”は表示しません。

D オールリセットのしかた
q  [PWR]を長く押し、いったん電源を切

ります。
w  [FUNC]と[V/M S.MW ]を押しな

がら[PWR]を長く押して、電源を入れ
ます。

		“CLEAR”表示したあと、初期表示にな
ります。

静電気などによる外部要因で、CPUが誤
動作してディスプレイの表示がおかしく
なったときは、リセット操作をしてくださ
い｡

◆  オールリセット操作をすると、次のよ
うな機能データを工場出荷時の状態に
戻します。

  VFOモード、メモリーモード、VFO周
波数、バンド、受信モード(電波型式)、
チューニングステップ(TS)、メモリー
チャンネル(M-CH)、メモリーバンク、
TV-CH設定、SETモード、音量設定、
スキャンエッジ、スケルチレベルなど

◆  パーシャルリセット操作をすると、次
のような機能データを工場出荷時の状
態に戻します。

  VFOモード、メモリーモード、VFO周
波数、バンド、受信モード(電波型式)、
SETモード

■ 工場出荷時の状態に戻す(リセット)には

[V/M S.MW        ]SKIP

FM SKIPP

[PWR]

[FUNC]

FM SKIPP

[PWR]

[TS SET][FUNC]
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◆OPC-474クローンケーブルについて

クローンとは、1台のIC-R5に設定したメモリーの内容やSETモ
ードの設定内容を、他のIC-R5に送出して、同じ設定内容にする
機能です。

¡クローンのしかた
q下図のようにOPC-474(別売品)で接続します。
w子機(クローン受信側)の電源を“ON”にします。
e親機(送出側)の操作
[V/M S.MW ]を押しながら[PWR]を押して、電源を入
れます。
“CLONE”と“m”を表示します。
[SQL]を押します。
“CL OUT”を表示し、設定内容を送出します。

※子機(クローン受信側)が“CL END”を表示して、クローンが完
了します。

◎クローンには左記の本体間クローンの他に、パーソナルコン
ピューター(PC)でクローンする方法があります。
PCクローンとしてCS-R5(クローニングソフトウェア：英語
版)がありますので、販売店におたずねください。

■クローニングについて

OPC-474

イヤホンジャック クローン表示 

送出時の表示 

親機 子機 

クローン完了表示 

入力時の表示 

送出状態をSメー 
ターで表示する 

パーソナルコンピューター 

USBポートへ 

RS-232Cポートへ 

OPC-478 (RS-232Cタイプ)

OPC-478U (USBタイプ)

イヤホン 
ジャックへ 

11

ご
参
考
に

00 IC-R5-1.qxd  2007.05.10  2:24 PM  ページ68



' 電池の端子を清掃する
' 極性を確認して、電池を入れなおす
' ニカド電池は充電して、アルカリ電池は入れ替える
'[Y] を押して、音量を設定しなおす
' イヤホンのプラグが正常に接続されているか、ケーブ

ルが断線していないかを点検する
' 同軸ケーブルを点検して、正常にする

' アッテネーターを “OFF” にする
' アンテナを SET モードでバーアンテナに切り替える
'�[FUNC] を押しながら [TS SET] を押して、反転機能を解

除する
' [FUNC] を押しながら [TS SET] を押して、反転機能を解

除する
' キーロック機能を解除する
'VFO モードにする
' リセットする
'�電池を装着しなおすか、外部電源に接続して電源を入

れなおす
'“ ＊＊ A” と “ ＊＊ B” に違う周波数を書き込む

' [V/M S.MW ]を押して、メモリーモードにする
'2CH 以上を M-CH に書き込む

◎電池の接触不良
◎電池の極性まちがい
◎ニカド電池またはアルカリ電池の消耗
◎音量が小さくなっている
◎イヤホンを接続している

◎同軸ケーブルの断線またはショート
　( 外部アンテナ使用時 )
◎アッテネーターが “ON” になっている
◎バーアンテナが選択されていない
◎反転機能が動作している

◎反転機能が動作している

◎キーロック機能が動作している
◎ メモリーモードになっている
◎ CPU が誤動作している
◎静電気などによる外部要因

◎ PROGRAM-CHの“＊＊A”と“＊＊B”

に同じ周波数が書き込まれている
◎メモリーモードになっていない
◎M-CHに2CH以上書き込まれていない

¡ 電源が入らない

¡ スピーカーから音が出ない

¡�感度が悪く、強い局しか聞こえない

¡BC バンドの感度が悪い
¡[DIAL] を回すと、音量が変化する

¡ [Y]または[Z]を押すと、周波数が
変化する

¡ 周波数の設定ができない

¡ 周波数表示が異常な表示になってい
る

¡ プログラムスキャンが動作しない

¡ メモリースキャンが動作しない

69

11 ご参考に

下表にあげた現象は故障ではありませんので、修理に出す前にもう一度点検してください。
それでも異常があるときは、弊社サポートセンターまで、お問い合わせください。

■ 故障かな？と思ったら

P6
P5
P8
P15
P11

P24
P18
P26

P26

P66
P15
P67
P5
P6
P29

P15
P29

現　　　　　象 原　　　　　因 処　　　　　置 参照
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11ご参考に

¡�セットモード中に、設定したい項目
にならない

◎ EXPAND を “OFF” にしている '[EXPAND] を “ON” にする P54
現　　　　　象 原　　　　　因 処　　　　　置 参照

11

ご
参
考
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■ 故障のときは
¡�保証書について
　 保証書は販売店で所定事項(お買い上げ日、販売店名)を記

入のうえお渡しいたしますので、記載内容をご確認いただ
き、大切に保管してください。

¡�修理を依頼されるとき
　 ｢故障かな ? と思ったら｣(☞P69～70)にしたがって、も

う一度、本製品の設定などを調べていただき、それでも異
常があるときは、次の処置をしてください。

　 保証期間中は
　お買い上げの販売店にご連絡ください。
　 保証規定にしたがって修理させていただきますので、保証

書を添えてご依頼ください。

　 保証期間後は
　お買い上げの販売店にご連絡ください。
　 修理することにより機能を維持できる製品については、ご

希望により有料で修理させていただきます。

■ 弊社製品のお問い合わせ先について
¡��お買い上げいただきました弊社製品の技術サポートなどご

不明な点がございましたら、下記のサポートセンターにお
問い合わせください。

　お問い合わせ先：
　アイコム株式会社　サポートセンター
 0120-156-313(フリーダイヤル)
 ◆携帯電話・PHS・公衆電話からのご利用は、
 　06-6792-4949(通話料がかかります)
 受付(平日 9:00～17:00)
 電子メール：support_center@icom.co.jp
 アイコムホームページ：http://www.icom.co.jp/
¡�弊社製品の故障診断、持ち込み修理などの修理受付窓口は、

別紙の｢サービス受付窓口一覧｣をご覧ください。
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Form2002

■一般仕様
¡受 信 周 波 数 範 囲：0.150～252.895MHz

255.100～261.895MHz
266.100～270.895MHz
275.100～379.895MHz
382.100～411.895MHz
415.100～809.895MHz
834.100～859.895MHz
889.100～914.895MHz
960.100～1309.995MHz

¡電 波 型 式：AM、FM、WFM
¡選 択 度：AM、FM 15kHz以上/－9dB

AM、FM 30kHz以下/－60dB
WFM 150kHz以上/－6dB

¡使 用 温 度 範 囲：－10℃～＋60℃
¡基準周波数安定度：±6PPM以内(－10℃～＋60℃)
¡周 波 数 分 解 能：5kHz、6.25kHz、8.33kHz*1、9,0kHz*2、

10.0kHz、12.5kHz、15.0kHz、20.0kHz、
25.0kHz、30.0kHz、50.0kHz、100.0kHz
M1：AIRバンドのみ選択でき、その他のバンド

では選択できません。
M2：BC(1M)バンドのみ選択でき、その他のバ

ンドでは選択できません。
¡M-CH(メモリーチャンネル)：1250ch

(00A～24B：50ＣＨ、オートメモリーライト
用チャンネル：200chを含む)

¡電 　 源 　 電 　 圧：DC 6.0V ±5％ (外部電源ジャック)
外部電源の動作範囲 ：5.7V～6.3V
標準バッテリー ：3.0V(単三型アルカリ

電池×2)
標準バッテリー ：2.4V(Ni-cd 単三型×2)

¡消 費 電 流：受信時 170mA typ.
待ち受け時 100mA typ.
パワーセーブ(1：4)時 41mA typ.

¡低周波負荷インピーダンス：8Ω
¡低 周 波 出 力：100mW typ(3.0Ｖ 8Ω負荷 10％歪率時)
¡接 地 方 式：マイナス接地
¡アンテナインピーダンス：50Ω不平衡 (SMA型)
¡外 形 寸 法：58(W)×86(H)×27(D)mm(突起物を除く)
¡重　　　　　　　　量：約185g(本体、アンテナ、乾電池含む)

¡受 信 方 式：トリプルスーパーヘテロダイン
¡中 間 周 波 数：1st ; 266.700MHz

2nd ; 19.650MHz
3rd ; 450kHz

¡受 　 信 　 感 　 度：AM 10dB S/N(1kHz 30％ MOD)
(ス ケ ル チ 感 度) 0.495～4.995MHz 2dBμ typ.

5.000～29.995MHz －3dBμ typ.
118.000～136.000MHz －5dBμ typ.
222.000～246.995MHz －5dBμ typ.
247.000～329.995MHz －3dBμ typ.
FM 12dB SINAD(1kHz 3.5kHz DEV)
1.625～4.995MHz －10dBμ typ.
5.000～117.995MHz －14dBμ typ.
118.000～246.995MHz －15dBμ typ.
247.000～329.995MHz －14dBμ typ.
330.000～469.995MHz －15dBμ typ.
470.000～999.995MHz －11dBμ typ.
1000.000～1309.995MHz －9dBμ typ.
WFM 12dB SINAD(1kHz 52.5kHz DEV)
76.000～108.000MHz －1dBμ typ.
175.000～221.995MHz －3dBμ typ.
470.000～770.000MHz 0dBμ typ.

※ スプリアスポイントは除きます。
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LC-146A ソフトケース
AD-92SMA SMA→BNC変換コネクター
OPC-474 クローニングケーブル
CS-R5 クローニングソフトウェア(英語版)

CP-18
シガレットライターケーブル

SP-13
イヤホン

BC-149
普及型バッテリーチャージャー(補修用)

13
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■周波数の設定
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w[DIAL]を回して、設定します。

■チューニングステップを変える
q [TS SET]を短く押すと、チューニングステップを表示します。
w[DIAL]を回して、チューニングステップを選択します。

■受信モード(電波型式)の設定
¡[MODE SCAN]を短く押すごとに、受信モード(電波型式)が切り替わります。

■キーロック機能の設定
¡[FUNC]を押しながら[BAND ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押すと、キー
ロック機能を“ON/OFF”します。

■オールリセットのしかた
q[PWR]を長く押して、いったん電源を切ります。
w[FUNC]と[V/M S.MW ]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入れま
す。(“CLEAR”表示したあと、初期表示になります。

■パーシャルリセットのしかた
q[PWR]を長く押し、いったん電源を切ります。
w[FUNC]と[TS SET]を押しながら[PWR]を長く押して、電源を入れます。
(“CLEAR”は表示しません。)

■メモリーチャンネル(M-CH)の呼び出しかた
q[V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w[BAND ]を押して、メモリーモード表示にします。
e [DIAL]を回します。

■M-CHへの書き込みかた
q[V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w[BAND ]を短く押して、受信するバンドを選びます。
e[DIAL]を回して、周波数を設定にします。
r[V/M S.MW ]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押して、セレクトメモリー
ライト状態にします。(M-CH表示部が点滅します。)

t[DIAL]を回して、M-CHを選択します。
※“VF”を選ぶとVFO、“00A/00B～24A/24B”を選ぶとPROGRAM-CHに書き
込めます。

y[V/M S.MW ]を長く(ピッピピと鳴るまで)押すと、メモリー内容を表示
してVFOモードに戻ります。

■メモリーモード時の表示切り替えについて
メモリーモード時に[BAND ]を押すごとに、｢メモリーモード｣→｢バンク
A｣→｢バンク B｣～｢バンク Y｣→｢オートメモリーライト用チャンネル｣→｢メモリ
ーモード｣と表示と切り替えます。
※または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回します。

¡メモリーモードの表示切り替え

■メモリー内容を消去する
qメモリーモードまたはVFOモードを選択して、[V/M S.MW ]を長く(ピ
ッ、ピーと鳴るまで)押して、セレクトメモリーライト状態にします。

w[DIAL]を回して、消去したいM-CHを選びます。
e [MODE SCAN]を数回押して、“CLEAR”項目を選択します。
r[V/M S.MW ]を長く(ピッ ピピと鳴るまで)押すと、メモリー内容を消去
します。

t消去後、[V/M S.MW ]を短く押します。

■音量の調整
¡ [Y]/[Z]を押して調整します。(押し続けると連続動作)

■スケルチの調整
¡ [SQL]を押しながら[DIAL]を回して調整します。

■VFOモードとメモリーモードの切り替え
¡[V/M S.MW ]を短く押すごとに、VFOモードとメモリーモードを切り替え
ます。

■受信バンドの切り替え
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w[BAND ]を押して、受信バンドを選択します。
または、[BAND ]を押しながら[DIAL]を回して、選択します。

※押すごとに｢BC(1M)｣→｢5M｣→｢50M｣→｢FM放送(76M)｣→｢AIR｣→｢144M｣→
｢300M｣→｢430M｣→｢800M｣→｢1200M｣→｢TV｣→｢BC(1M)｣と受信バンドが切
り替わります。

FM

FMW

AM

FM

R

FM FM SKIPP

VFOモード表示 

※VFOモード表示は選択 
　した受信バンドを表示 
　します。 

※メモリーモードで未編 
　集のバンクとチャンネ 
　ルは表示されません。 

バンク(A)表示 メモリーモード表示 

バンク(B)表示 

バンク(Y)表示 
オートメモリーライト 
のチャンネル表示 

を押すごとに 
切り替える 

[BAND         ]LOCK

iR5

操作ガイド

切
り
取
り
線
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■SETモードの設定
q [TS SET]を長く(ピッ、ピーと鳴るまで)押します。(設定項目を表示します。)
w [DIAL]を回して、設定したい項目を選択します。
表示は約1秒後、設定内容表示に変わります。

e 設定内容が表示されます。
r [FUNC]を押しながら[DIAL]を回して、設定内容を選択します。
t [TS SET]または、[SQL]を短く押すと、SETモードを解除します。

■VFOスキャン
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
※スキップスキャンを選択するときは、[FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]
を短く押して、“ P SKIP ”表示を点灯させます。
再度、同じ操作を行うと“ P SKIP ”表示が消灯します。

w [MODE SCAN]を押しながら[DIAL]を回して、スキャン範囲“ALL(フルスキ
ャン)”/“BAND(バンドスキャン)”/“PROG 0～24(プログラムスキャン)”を
選びます。

e選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、スキャンを開始します。
※スキャン中に[BAND ]を押して、バンドまたはプログラムスキャン範囲
を切り替えることができます。

r [V/M S.MW ]を短く押すと、スキャンを解除します。

■オートメモリーライトスキャン
q [V/M S.MW ]を短く押して、VFOモードにします。
w [MODE SCAN]を押しながら[DIAL]を回して、スキャン範囲“ALL(フルスキャ
ン)”/“BAND(バンドスキャン)”/“PROG 0～24(プログラムスキャン)”を選びます。

e選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、スキャンを開始します。
r [V/M S.MW ]を短く押すと、“ ”表示が点滅して、オートメモリー
ライトスキャン動作となります。

※すべてのオートメモリーライト用チャンネルが書き込まれている状態では、オ
ートメモリーライトスキャンへの切り替えはできません。

※再度、押すとオートメモリーライトスキャンを解除します。
t信号を受信すると、5秒間一時停止して、受信した周波数をオートメモリーライ
ト用チャンネルの最下位(RR000)に書き込みます。
(書き込み時ビープ音が“ピッピッ”と鳴ります。)
書き込みが終わると自動的に再スタートします。

※それ以前に書き込んだオートメモリーライト用チャンネルがあれば、順次上位
チャンネルにシフトします。

※すべてのオートメモリーライト用チャンネル(200CH)を書き込んだときは、ビ
ープ音を“ピー”と鳴らしてスキャンを解除します。

※スキャン中に[BAND ]を押して、バンドまたはプログラムスキャン範囲
を切り替えることができます。

y [MODE SCAN]を短く押すと、スキャンを解除します。

■VFOモード時
¡ [FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、設定している周波数ステップで周波数を
アップまたはダウンします。(初期設定値/1MHzステップ)

¡ [FUNC]を押しながら[TS SET]を短く押すと、[DIAL]と[Y] / [Z]に割り当て
ている機能を反転します。(反転機能動作時は“VOL”表示が点灯します。)

¡ [FUNC]を押しながら[SQL]を短く押すと、アッテネーター(ATT)機能を“ON/
OFF”します。

■メモリーモード時
¡ [FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、M-CHを10CHステップでアップまたは
ダウンします。

¡ [FUNC]を押しながら[BAND ]を押すと、｢メモリーモード｣→｢B NAME
(バンクネーム)｣→｢M NAME(メモリーネーム)｣→｢CH--000(チャンネル表示)｣と
表示を切り替えます。

■ TV(テレビ)モード時
¡ [FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、すべてのTV-CH(1～62)を選択します。

■SETモード時
[FUNC]を押しながら[DIAL]を回すと、SETモードの設定内容を選択します。

■メモリースキャン
q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、メモリーモード表示を選択します。
e [MODE SCAN]を長く(ピッ、ピピと鳴るまで)押すと、メモリースキャンを開始
します。

r [V/M S.MW ]を短く押すと、スキャンを解除します。

■メモリーバンクスキャンの操作
q [V/M S.MW ]を短く押して、メモリーモードにします。
w [BAND ]を押して、バンク表示を選択します。
e [MODE SCAN]を押しながら[DIAL]を回して、｢ALL(フルバンクスキャン)｣ま
たは｢BANK(バンクスキャン)｣を選択します。

※なお、バンクスキャン中に[BAND ]を押して、バンクを切り替えることが
できます。

r選択後、[MODE SCAN]を短く押すと、フルバンクスキャンまたはバンクスキ
ャンを開始します。

t [MODE SCAN]を押すと、フルバンクスキャンまたはバンクスキャンを解除し
ます。

■スキップ機能の設定
※ [FUNC]を押しながら[V/M S.MW ]を短く押すごとに、“ SKIP ” →“ P
SKIP ” →“消灯”(解除)と表示が切り替わります。
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